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１　間　　　　　題

　前稿では，アメリカ帝国主義の合理的形成という視角から南部農業の地主型

進化を跡づげるとともに，その杜会的帰結についても若干の関説を試みた。た

だＬ地主型進化過程と絡みあいつつ南部の地域開発 ・工業化がとのように進ん

だのか，という問題についてはほとんと触れることができたかった。そこで以

下まず，ニューティール期以降南部の地は，いかにして金融資本的蓄積のいわ

は産業的基盤に転化していったのか，その特質について必要な補足的分析を加

え（第ｙ節），ついで７０年代の特質分析にすすむ（第Ｖ節）とい引贋序をとりた

いと思う 。

　なお課題の大きさを考慮して，分析にあたっては，とくに深南部的特徴の濃

厚なミシシッ ピ・ サウスヵロライナ両州にできるだげ対象を絞ることにする 。

実際，連邦を率先脱退して南北戦争の火ぶたをきり ，戦後も低地Ｌｏｗ　Ｃｏｕｎｔｒｙ

　　　　　　　　　　　　　　　　（１６）
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第１表サウスカロライナ ・ミシシッ ピ両州の後進的状況（１９３０年）

．サウスカロライナｉ ミシシッ ピ 南部平均１ 全米平均

都市人口比率（％） ２１．３ ユ６．９ ３４．ユ ５６．２

黒人比率（％）
４５．６ ５０．２ ２４．７ ９． ７

文　盲　率（％）
１４．９ １３．１ ８． ３

４． ３

農業人口比率（％）
場の平均価額

、　　（１９２５年トル）

５Ｚ７ ６７．８ ４ふ１ ２４．８

２， ７１５ ２， １４０ ４， ２３３ ８， ９４９

　（出所）８ま０ぬ伽０Ｚ地ｓ伽６２．１９３１より作成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
のプラソター層による州政支配のつづいたサウスカロライナ州，連邦脱退第２

号で１９世紀末には前者を凌駕するプラソター権力の牙城に成長するミシシッ ピ

州　　これら両州はともに，１９３０年時点でも黒人が密集し遅れた農業の支配す

る貧しい深南部の典型的地域であ った（第１表参照）。

２　主　要　資　料

　南部工業化の特質分析について，わが副こは尾上久雄氏の一連の先駆的研究
　　　２）
がある。また氏とほぼ同一の見地にたち，その後の膨大な事実資料をふまえて ・

古い南部的特質に依存した南部のきり売り過程として工業化を特徴づけた

Ｊａｍｅｓ　Ｃ　Ｃｏｂｂ，丁加Ｓ
２ＺＺｚ

惚ゲ肋９Ｓｏ〃肋　
≠１〃Ｓｏ〃加閉Ｃ閉ｓｏゐカブ〃肋ｓ加ｏＺ

ル〃ｏ〃８砿１９３６－１９８０も最近（１９８２年）公げにされた。第皿節ではこの労作

の提示する諸事実をなるだげ摂取 ・活用しつつもＣｏｂｂのおちいった理論的

一面性を克服する途を探ってみたいと思う 。

　いま一つ，本稿では革新的な若手経済学者の最近の業績　　とくにＵｎ１Ｏｎ

ｆｏｒ　Ｒａｄ１ｃａ１Ｐｏ１１ｔ１ｃａｌ　Ｅｃｏｎｏｍ１ｃｓ（ＵＲＰＥ）に結集する理論家たちや都市間題

専門家Ｒｏｂｅｒｔ　Ｇｏｏｄｍａｎの力作丁加Ｌｏｓｆ肋≠吻閉鮒ｓ二 Ａ舳ブ乞ｏ伽Ｒ妙
ｏ犯ｏＺ

肋ｒｓ伽１
ｏろｓ　ｏ〃１）ｏＺＺ鮒，１９７９に注目する。これらは先のＣｏｂｂとくらべ

て実証成果ではみ劣りするが，７０年代の「サソベノレト」化現象をより広く ，ア

メリヵ資本主義の全体動向と結ぴつげて総合的に把擾する上で・すくれた視点

を提供しているからである 。

（１７）
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皿　南部全域におげる資本誘致競争の激化

　１９世紀末の南東部諸州の工業化のばあい，なお地元資本 ・地場産業が相当の

役割を果す余地があったといわれるが，すでに金融資本が確立し，工業分野で
　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
は特に強固な独占体が形成されていた１９３０年代にあっては，外部の巨大企業が

南部工業化の主要な担い手となることは避げられたかった。事実，「全国錫模

の大企業」の開設した「分工場」Ｂｒａｎｃｈ　Ｐ１ａｎｔが製造業生産総額に占める比

重は・全国平均の６・・炊対して南東部・州のぱあい実に・・。炊達してい４１

当時すでに・南部工業化のほぼ７割は，このような外部大資本の導入 ・誘致と

いう方式で担われたのである 。地方政府Ｌｏｃａ１Ｇｏｖｅｍｍｅｎｔの展開する工場

誘致政策の検討が重要となるのはそのためである
。

　１ミシシ ッピ州ＢＡＷＩ計画の先駆的意義

　１９３６年を画期にミシシッ ピ（以下ＭＳと略す）州で実施された農工均衡計画
Ｂａｌａｎｃｅ　Ａｇｒｉｃｕｌｔｕｒｅ　ｗｉｔｈ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ（ＢＡＷＩ）は

，地方政府が前面にでて工場

誘致を促進するアメリヵ史上の新時代を開いた。た普このようた新政策が，全

米で最も後進的なプラソテーショソ制度の牙城から始まっ たのであろうか 。

　（１）州政界の態度の転換

　前稿でも述べたように総じて南東部諸州では，南北戦争後の棉作の衰徴はお

おいがたく ・窮状打開のみちを工場誘致に求める動きは早くから表面化してい

た・ サウスカ目ライナ（以下ＳＣと略す）州でも２０世紀初頭には丘陵地帯Ｕｐ

Ｃｏｕｎｔｒｙを拠点に繊維工場の設立 ・誘致を町ぐるみで推進する動きが明確とな
５）

り， その結果，同州の製造業の全国シ ェアは１８９９～１９１４年の問にＯ．４１劣から
０・ ５８劣へと上昇した（第２表参照。因みに工業化の先頭にたったｒ南部の優等生」ノ

ースカロライナ州のぱあい，全国シ ェアは１８９９～１９２９年の間にひ７３劣から１．８６劣にはね

上っ た）。

　　　　　　　　　　　　　　　　（１８）
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　第２表ＳＣ ・ＭＳ両州製造業の停滞と発展

ユ９

年次別変化
全米総生産価額に占める比重

（１）

％

・・州 　１ ＭｌＳ州

１８９９ ０． ４１ ０． ３１

ユ９ユ４ ０． ５８ Ｏ． ３３

１９２９ Ｏ． ５５ ０． ２１

１９４７ １． ０７ Ｏ． ４０

１９６２ １． １Ｏ Ｏ． ４７

１９７７ １． ４０ ひ９６

（１）１９４７年以降は付加価値総額に占める比重

（出所）１９３００舳〃ｓ　ｏア〃ｏ舳ル６伽２ ，ｖｏｌ
．３
，Ｐ
・２７９ ・４８３

・

　　およびｓオ０ぬ伽０ｚ〃ｓ吻ｄの各年版から作成

　しかし他方デノレタを拠点にプラソテーシ ョソ制度の新たな成長さえみられた

ＭＳ州のぱあい，工業化促進への転換ははるかに困難であった。実際州南部

におげる製材業の飛躍的発展にもかかわらず，同州の全国シ ェアは１８９９～１９２９

年の問全く停滞していた（第２表）。 同州では黒人差別を完成させたあの１８９０年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
憲法にもとづいてすでに法人の土地所有が制限されていたが・２０世紀に入ると

　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
工業化を警戒する風潮が一層強まっ た。 たとえぱ１９１０年には上の制限が強化さ

れ， 法人企業による１００万ド ノレ以上の土地または２００万ドル以上の不動産所有

が禁じられるに至った（この州法は２４年まで存続）。 その結果，同州Ｎａｔｃｈｅｚへ

の立地を希望しながらノレイジァナに移った石油化学企業がいくつもでるたど ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
同州の工業発展は停滞することとな った（同州のはあい１９２９年時点でも ・より原始

的で採取的な製材業が工業付加価値総額の５２．１％を占め，綿工業は僅かＺ６％にすぎな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
かっ た。 他方ＳＣ州ではすでに綿工業の比重は５９４〃

こ達していた）・

　このような事態はな畦もたらされたのか。第一に州政を牛耳るプラソター層

は， 大量の従順た労働力の安定的確保の思惑から総じて工業化には消極的であ

った。実際，２０世紀前半を通じ。て，彼らの本拠地＝テノレタ地域の工業的比重は ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
巨富の蓄積にもかかわらず低下しつつげた（第３表）。

　第二に丘陵地に多い白人小農民のぱあい，ブラソテーショソ大経営との技術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
＝生産力的格差はまだほとんとたいため，憎むべき競争者たる黒人を排斥し ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ９）
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第３表　ＭＳ州におげるデルタ
（１）

の工業的比

　　重の変化（％）

年

１９００

１９２９

１９５４

１９７２

人口比
２３，１

２７，０

２２．８ （３）

１９．６ （４）

灘萎罐蟹
１６，５

１５．４

９，

３

１２．９

（１〕デルタ地域に属する１８郡の合計，ただし年次によって調査
不明郡は除外した
（２〕５４ ・７２年は付加価値中の比重

１３〕５０年の統計

１４）７０年の統計

（出所）１９０００舳舳，ｖｏｌ ．１，Ｐｔ ．ユ，ＰＰ ．２６－２７，ｖｏ１ ．８，Ｐｔ ．２ ，

　　 ｐｐ
．４６６－４６７．１９３００２〃ｓ〃ｓ　ｏア〃ｏ〃〃 ．， ｖｏ１ ．３，ｐｐ ．２７９－

　　２８０．　１９５６　０吻帥ｓ　ｏア　〃ｏ〃〃 ．，　ｖｏ１ ．３
，　１２３ ．　１９７２

　　Ｃ刎舳ｏア　〃ｏ舳 ．， ｖｏ１ ．４，Ｐｔ ．１，２５－６より作成

商工業独占体の抑圧 ・専横と闘うことによっ て自らのｒ萎縮した小経営」を守

りぬこうとする志向が強かった 。

　棉花害虫Ｂｏｌ１Ｗｅｅｖ１１の襲来や森林資源の沽渇を背景として，Ｗｈ１ｔ丘ｅ１ｄ知

事時代（１９２４～２８年）に，ようやく工業化促進への転換の兆侯が現われるが，し

かしその決定的転換は，大恐慌により棉作小作制が未曽有の打撃をこうむる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）１９３０年代　　とくにＷｈ１ｔｅ 知事時代（３６～４０年）をまたねぱならなかった 。

　（２）ＢＡＷＩ前史

　ＭＳ州最大の工業部門たる製材業は，１９０８～１８年の最盛期以降，森林資源の

急速な沽渇に直面し，深刻な不況におちいってしまう。同州南端の林業の町
Ｃｏｌｏｍｂ１ａの富裕な製材業者Ｈｕｇｅ　Ｌ　Ｗｈ１ｔｅ も廃業して２９年市長に当選し

た・ 地域の衰退を防ぐため，彼は地方権力を駆使して外部からの資本の誘致に

全力をあげ始めた（それまで資本誘致は，電力会杜や鉄道会杜が顧客拡大のためにお
　　　　　　　　　　　　　　１３）
こなう私的営なみに委ねられていた）。

　彼の声価を高めたのは，ンカコ の大手バシャマ 縫製会杜Ｒｅ１１ａｎｃｅ　Ｍａｎｕｆａｃ－

ｔｕｒｉｎｇ　Ｃｏ・と交渉，８．５万ドルの工場建設費の公費負担（１０年後の無償贈与）を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
約束して，その分工場の誘致に成功したことである。そしてこの実績を売りこ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）み， ３５年末に彼はついに州知事に当選した

。

　　　　　　　　　　　　　　　　（２０）
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　（３）ＢＡＷＩの実施

　３６年９月ホワイト知事は，一定の要件を満たすたらぱ誘致企業貸付用の工場

建設のための起債（免税証券発行）を自治体にみとめるというＢＡＷＩ法案を提

案した。この法案にはｒ私企業への公金援助」を禁ずる州憲法との関連で疑問

が憤出するが，州当局は雇用創出は州民の全般的福祉の増進をもたらすと強弁

して批判の声をおしきっ た（一種のｒ法律革命」）。 こうして地方政府が先頭にた

ってＭＳ州を資本に売りこむ時代，いわぱ租税でもっ て賃金を買おうとする新

時代が始まっ たのである 。

　ＢＡＷＩ第１期（３７～４０年）の成果として誘致に成功したのは１２件，４０年当時

操業中の７工場の雇用総数は２，６９１人（工業労働老総数の５％弱）という成績で

あっ た。 このなかにはＩｎｇａｌｌｓ　Ｉｒｏｎｗｏｒｋｓ　Ｃｏ・の造船所のメキシ コ湾岸（Ｐａｓｃａ －

ｇｏｕ１ａ）への誘致（１０万ドル起債，３８年創業）やＡｒｍｓｔｒｏｎｇ　Ｔｉｒｅ＆Ｒｕｂｂｅｒの

４００人観模工場のＮａｔｃｈｅｚ 誘致もあ ったが，ほとんどが労働集約型の古典的

「逃避工場」ｒｕｎａｗａｙ　ｓｈｏｐで占められていた（メリャスエ場４件，シャッ縫製３

件等）。

大戦中Ｉｎｇａ１１Ｓ 造船所は軍需工場として州最大の工場（最高時１２万人雇用）に

急拡大するなど，４３年には１２のＢＡＷＩ工場だけで州の工業労働力の１４劣を雇

い， 賃金の２３劣を支抵うまでに成長をとげる 。こうして４４年にＢＡＷＩ事業は

より大規模な移で再開されるに至った。５０年代に入ると企業誘致熱は一層高ま
ユ６）

り（Ｗｈｉｔｅは５２年に知事に再選），結局４４～５８年の問をとれば，ＢＡＷＩによる新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ７）
雇用は計２２，６６９人　　この間の雇用増の実に７６劣を占めるまでになった。ＢＡ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
ＷＩ事業（現在も継続）は，同州の工業化にいわは決定的といえる役割を果した

のである（５７年の推算では第一次分も含めてＢＡＷＩ債総計５，ＯＯＯ万ド ノレで３・５万人の職

　　　　　　　　　　　　　　　ユ９）
と年賃金１億ドルをうみだＬたという）。

　（４）小　括

　こうしてプラソテーション的農業利害が工業化の動きに最も強靱に低抗して

きたＭＳ州でも大恐慌を契機に，ブラソター層は地主的土地清掃の方帥こふみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
切り ，その後デルタ地域でも工業化の動きが強まっ た（第３表参照）。 他方小農

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２１）
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民層のばあいも，資本主義的大農業経営＝旧プラソテｒ／ヨソとの激しい競争

にさらされ，農民的自立の途を放棄し，資本への求職 ・求愛の競争の渦の中に

最終的にまきこまれるに至った。工業化への転換の遅れをとり戻すために，公

権力を前面に押しだした最も「先進的」な誘致政策が，この最も後進的な州か

ら始まっ たのは，そのためである。大恐慌を契機に今や南部全域が資本誘致競

争の渦中にまきこまれたことを示す象徴的出来事　　それがＢＡＷＩであ った 。

　２南部全域への拡大

　（１）ＢＡＷＩ方式の模倣

　ＢＡＷＩと同様，地方政府が各種の免税証券（通常ｒ工業開発債」Ｉｎｄｕｓｔｎａ１

ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏブｓｕｂｓ・ｄｙ　ｂｏｎｄと呼ぱれる）を発行して誘致用工場を建設する方式

は・ 第二次大戦後全米にひろがり ，６２年時点で南部９州，南部外で１２州に達し

た。 ただし「工業開発債」の発行量という点でみると，アラバマ ・アーカソソ

ー・ ジョージア ・ケ：■タッ キー・ ＭＳ ・テネシーの南部６州だげで５６～６８年の

総発行件数の８７劣，販売総額（額面）の６０％を占めており ，この方式は南部の
　　　　　　　　　　　　　　　２１）
地で特に普及していることがわかる 。

　（２）滅免税の優遇措置

　誘致政策のもう一つの柱は，地方政府（郡 ・市）の主要財源たる資産税：不

動産の資産額に応じた従価税 ａｄ　ｖａ１ｏｒｅｍ　ｔａｘｅｓ を減免することである 。

　まず「開発債」方式のはあい工場所有者は地方政府となるから進出企業の資

産税は免除されることにたる。またそうでないぱあいも，進出企業の資産評価

を低くみつもることによっ て， あるいは特例措置を講じることで減免は可能と

たる 。

　６０年代，誘致企業に対する減免税措置に最も熱心といわれた全米７州のうち

５州はまたしても南部であった（アラバマ ・ヶソタ ッキー・ ルィジァナ ・ＭＳ ・ＳＣ）。

そして，５８～６１年の間にこの南部５州の企業資産額１４．７億ドルがその恩恵をう

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
げ， 減免税額は１．４億ドル強の巨額にの凄ったといわれる 。

　（３）　「地域」の売りこみ競争の無政府的激化

　　　　　　　　　　　　　　　　（２２）
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　この問民聞 レベルでも多様な誘致活動が推進された。商業会議所の組織，工

業開発基金Ｌｏｃａｌ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ａ１Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　Ｆｏｕｎｄａｔ１ｏｎ 設置による融資保証 ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
民問主導の工業団地づくりたどがその例である。ただし第２次大戦後の南部の

際だ った特徴は，民問べ一スの事業と絡みあい，時にはこれを先導する彬で地

方政府が極めて重要た役割を果すに至ったことである（前述の方法以外にも ・融

資・ 職業教育 ・杜会資本整備 ・労働問題対策，等
六）。

　とりわげ５０年代中葉以降，知事を先頭に北部の大資本詣でを競いあう風潮が

強まり ，同じ南部内でも地方政府問で互いに相手をげなしあう血みどろ
Ｃｕｔ

ｔｈｒｏａｔの誘致競争が展開されるようにたった。州当局を前面にたてた当時の

誘致合戦の代表的事例を２つ紹介しておこう 。

　事例１　外資導入の先陣

　Ｓ　Ｃ州では，英系の製紙企業Ｂｏｗａｔｅｒ　Ｐａｐｅｒ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎの４，２００人規模

工場の誘致のためにあえて外国人の土地所有を禁じてきた州法の改正にふみき

った。そして５６年６月州北東部Ｒｏｃｋ　Ｈｉｌ１近郊に同工場を誘致することに成功

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
し， 以後同州は外資導入の先進地域とな った 。

　事例２　Ｉｎｇａｌｌｓに１．３億ドノレの起債

　Ｉｎｇａｌｌｓ

造船所は，６１年あの コソクロマリソト企業Ｌ
１ｔｔｏｎ　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ｅｓに買

収され，原潜建造の拠点工場とな っていたが（６１年の雇用数４３００人）・６７年軍需

増をみこんで新たな船台の建造が目程にのぼった。ＭＳ州当局はＬｉｔｔｏｎの要

求を呑み，１３億トノレ という前代未聞の公債を発行してｒ未来の船台」を公費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
で建設したという（他方会杜側負担は３００万ドル，７０年の完成時の雇用数は９６００人）・

３誘致工場と労働運動

　このように官民　体で進められた誘致競争のなかで，南部か売り物にしたの

は何であったのだろうか 。

　（１）南部支配層の反組合的体質

　プラソテーシヨソ制度の遺産として南部支配層が相続したのは，なによりも

まず地主的土地清掃の結果たえず膨れあがる ・隷従に慣らされ職に飢えた無産

　　　　　　　　　　　　　　　　（２３）
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者の犬群であ った・したがって資本誘致にあた って，これら低賃金でもよく働

く大量の無権利労働者の存在が，格好の売り物とされたのは当然の理であ った 。

　実際ＭＳ州では・あのＴ　Ｂ１ｌｂｏの全盛期（２０年代～３０年代初頭）にはポピ
ュ

リスト的媚態のために労働運動敵視政策は占人
７；二

寿しそ走み一時緩和されてい

たものの・ＢＡＷＩ知事　　ホワイトの登場を機に再ぴ伝統的な反組合政策が
　　　　　　　　　　　２６）
強化されるようにた った。またＳ　Ｃ州政界の大立物 ・ＣｏｔｔｏポＥｄ．Ｓｍｉｔｈ上

院議員も・３・年夏以降の共和党との反ニューデ イー／レ
連合結成を主導する中ぞ１

最低賃金 ・最高労働時間を法定したＦａｉｒ　Ｌａｂｏｒ　Ｓｔａｎｄａｒｄ　Ａｃｔにたいして

「神が恵み給うた南部へのすぱらしい贈物を台無しにしてしまう」という猛烈
　　　　　　　　　　　２８）
な反対演説をおこな った 。

　大戦後も南部議員は総じて，４７年のタフト ・ハートレー法の成立を勲心に支

持し・以後その１４－ ｂ項にもとづき ｕｎｉｏｎｓｈｏｐ制を禁止するｒ労働権法」

「ｉｇｈｔ　ｔｏ　ｗｏｒｋ１ａｗの州法化運動が南部をおおう
。そしてその結果５４年までに

，

州の反組合的姿勢を誇示する形でｒ労働権法」が南部全域（ヶソタ
ツキ＿． オク

ラホマを除く）で制定された，等々 。

　実際，先述した地域住民の無権利さ　　誘致企業への租税の法外た貢納だげ

でなく ，職域におげる労働者の無権利さ ・低賃金 ・劣悪な労働条件もまた，誘

致当局の南部売りこみの最大のポイソトの一つであることは公然の秘密であ
っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２９）た。 好んで隠愉で語られるその無数の事例から比較的直裁なものを若干引用し

ておくと　　 。

　事例１　Ｗ１１１１ａｍｓｂｕｒｇ郡（Ｓ　Ｃ州沿岸部）の誘致当局の宣伝（５７年）

　「当地には組合はありませんし，結成の動きも皆無です。当地の住民はみな公正な取
引・ 誠実な協力言。１’う淳風美俗をみにつげていますので・苧合活動に見舞われる恐れ

　はまずありません。」

事例２　Ｐｅｌａｈａｔｃｈｉｅ 市長（ＭＳ州）が北部の工場主に与えた保証（５４年）

　　当地は「まさに工業家の天国… ９８劣がアメリカ生まれで高卒が大多数という当

　地の優秀な労働者をお雇いになれぱ，時間給で他の南部諸州より５～４９セソト ，北部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３工）　とくらべると５０～９５セソトは安くあがること請合です。」

また傘業誘致の思わくから，労働運動の浸透を地域ぐるみで抑圧する動きも

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２４）
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強く ，　「組合オノレクはヤソキーで他所者」　「人種統合 ・共産主義を招く」とい
　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
う執勘な宣伝が，教会の場まで使って系統的に展開された 。

　事例３　Ｓｔａｒ　Ｃｉｔｙの反組合条例

　　 ミシシッ ピデルタに近接したアーカンソ州のこの町では，衣服工場誘致のため１５万

　ドルの工場建設債の発行を決めた。その直後（６２年？） ，組合が侵入すると誘致工場

　が逃げてしまうことを懸念して市議会は条例を制定し，組合オ ノレグがこの町で活動す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３３）
　るには１目１，０００ドルという禁止的な免許登録費の支払を義務づけたという 。

　（２）流入工場の「逃避」的性格

　次に資本側がなぜ南部の地を選好するのか。その理由を概括しておこう 。

　ＭＳ州のぱあい６１年時点で衣服 ・繊緯 ．食料 ．製材木製品産業だげで全ＢＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
ＷＩ工場の５２劣に達していたように，総じて低賃金労働力の追求と組合峻拒の

体質で有名なｒ労働集約型産業」が流入工場の大勢を占めていた。当時ＭＳ電

力会杜のおこたった同州への進出企業の立地理由調査によると（第４表参照） ，

第一に，ｒ労働力の豊富さ」（１位），ｒ従順さ」（２位），ｒ勤勉さ」（５位），　ｒ低賃

金」（６位）など職域におげる労働対策的考慮が理由の上位を独占していること ・

第二に地域におげる自治体 ・住民の奉仕的態度が次に重要であること（３ ・４ ・

　　　　　　　３５）
７位）がわかる 。

　　　　　　　　　　　第４表ＭＳ州への立地理由の順位
（１）

順位 立地理由 選択
企業数

１ 労働力の豊富さ
９７

２ 労働者の態度の良さ（従順さ） ８２

３ 地域住民の態度の良さ ６６

４ 自治体当局の態度の良さ ６５

５ 労働者の勤勉さ
５６

６ 賃金の安さ
５４

７ ＢＡＷＩの工場貸出制 ５３

８ 電力資源
４８

９ 市場への近さ
４５

ユＯ 天然ガスなどの燃料資源 ２６

１１〕Ｍｉｓｓｉｓｓｉｐｐｉ　Ｐｏｗｅｒ　ａｎｄ　Ｌｉｇｈｔ　Ｃｏｍｐａｎｙが立地理由３０項目

　中最も重要なユＯ項目を選ばせるという方法でおこな った調査。回

答企業総数は１１２杜

（出所）Ｒｉｃｈａｒｄ，Ａ ．ＭｃＬｅｍｏｒｅ（ｅｄ
．） ，　 Ａ別ｓ‘ｏ〃ｏ／〃

ｓｓ｛一

　　 ｓｓ｛ヵ加、ｖｏ１
．２
，ｐ
．２６６

　　　　　　　　　（２５）
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　また同じＭＳ州内でも・デノレタを抱え労働運動の浸透が特に困難であ った北

半部にＢＡＷＩ型工場が好んで立地し，州南部を拠点とする労働運動に打撃を
　　　　　　　　　３６）
与える煩向もあ った 。

　つぎに労働運動に衝撃を与えた典型的な「逃避工場」ｒｕｎａｗａｙ　ｓｈｏｐの事例

をいくつか紹介しておこう 。

　事例１　芝刈機 メーカーＪｏｈｎｓｏｎ　Ｌｏａｎ　Ｍｏｗｅｒ　Ｐ１ａｎｔ杜

　　 この会杜は・５２年アイオワ州の組合のある工場を閉鎖し ，ＭＳ州Ｂｒｏｏｋｈａｖｅｎ 市

　が６０万ドルのＢＡＷＩ債で建設した工場に移転した。その後新工場にも組合をつくろ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３７）
　　うとする動きは，地域ぐるみで抑圧された 。

　事例２　じゅうたんメーカーＡ１ｅｘａｎｄｅｒ　Ｓｍ１ｔｈ杜の ニューヨークＹｏｎｋｅｒｓ工場は
，

　５４年全米繊緯労組ＴＷＵＡ傘下の２，５００人の労働者のストに直面した。これより先

　ＭＳ州デルタの中核都市Ｇｒｅｅｎｖｉｕｅ が同杜のために４２０万ドル起債して近代的工場を

　用意していたので，資本側は旧工場の閉鎖と新工場での非組合員雇用にふみ切り ，労
　　　　　　　　　３８）
　働運動を潰滅させた 。

　事例３　５６年のＤａｒ１ｉｎｇｔｏｎ 事件（Ｓ　Ｃ州）

　　資本は南部に移った後も ，組合をつくると工場を閉鎖して再ぴ移動するという脅迫

　を発することが少くない。この警告が現実とな った有名な事件がＳ　Ｃ州北東部の繊緯

　産業都市Ｄａｒ１ｍｇｔｏｎで生じた。５６年９月Ｄａｒ１１ｎｇｔｏｎ　Ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｍｇ杜の労働者が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３９）　ついに全米繊緯労組ＴＷＵＡ加入を決議したところ，繊維業界の大立物Ｒｏｇｅｒ　Ｍ１１１１ｋｅｎ

　を首謀者とする資本側は，ただちに会杜解散 ・工場閉鎖で対抗し，紛争は泥沼の法廷

　闘争にもちこまれた。１２年後の勝訴にもかかわらず７６年現在労働者側はまだ１セソト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０）
　のバ ックペイも受げとっていたいという 。この事件は南部繊維資本の組合峻拒体質の

　根深さを象徴しており ，後述するＪ・Ｐ・Ｓｔｅｖｅｎｓ 事件の前史をなすものであ った 。

　（３）南部型誘致政策への反携の表面化

　幾多の資本ｒ逃避」事件によっ て少なからぬ打撃をこうむった北部の労働界

を中心として，後進諾州の誘致政策に対する反携が強まることは避げられなか

った。すでに５２年のアメリカ労働総同盟ＡＦ　Ｌ大会は，工場誘致のための直接

問接の助成政策を労働運動弱体化の武器として非難する決議を採択し，ＢＡＷ

Ｉ型誘致を禁止するよう連邦議会に働きかげていた
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４１）
　連邦議会でもすでに５２年，産業流出によっ て北東部が荒廃しｒ共産主義の温

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２６）
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床となる恐れがある」　としてＧ．Ｍ・Ｒｈｏｄｅｓ 下院議員（ペソシノレヴ ァニァ）が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
ＢＡＷＩ型工場の製品の州問交易を禁止する法案を提案していた。また翌年に

はマサチ ューセッツ選出の上院議員Ｊ
．Ｆ．ケネデ ィも，戦後自らの選挙区内で

低賃金の未組織労働者 ・無料の工場 ・免税特典などにひかれて流出した繊維工

場はすでに７０にのぼるとして，南部の「工場盗み」を指弾する戦役を指揮して

い差

　６０年代に入ると北部議員と南部を中軸とする工業開発債容認派との対立は一

層激化し，６６年には開発債発行の制限 ・禁止を求める法案が１４種も上程される

ほどにな った。そして６７年に開発債発行が一段と急増（６５年の６倍の１３
・９億ド ノレ

ヘ）したのをうけて，ついに６９年５００万ド
ノレ以上の大規模開発債を発行する凄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４４）
あい，従釆の免税扱いを取消すという粛どめがかかった ・

　このような誘致政策をめぐる南北間の攻防は，７０年代に燃えさかる「サソベ

ルト」論争のいわは前哨戦であ った。事実，この措置による開発債発行の抑制

効果は一時的にしか続かたかった。７０年代　　とくにその中葉以降連邦資金の

争奪戦，大資本に対する求職 ・求愛の地域間生存競争の渦中に北部も含め全米

がより激しくまきこまれるに至るとともに，開発債発行額は再びうなぎ昇りと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４５）
たり ，８０年度の発行規模は８０億ド

ノレ という巨額に達したからである ・

　４　小　括　　Ｃｏｂｂの労作の意義と限界

　このようにＪ　Ｃ　Ｃｏｂｂは，大量の事実資料にもとつき特有の遅れた杜会関

係に依存 ・寄生しつつ進む南部工業化の矛盾にみちた姿・地域の生き残りのた

めに資本への求職求愛のすがりつき競争に南部かまきこまれていく様相を鋭く

えぐりだした 。

　このよう恋環境下では，Ｃｏｂｂも指摘するように・ニューデ ィール期に国民

経済計画化をめざして南部でも州単位に設立された経済計画機関が・４０年代に

はすべて解体 ・消失の運命をたどることは避げられなかった。実際，ニューデ

ィーノレ ・リベラノレたちが初期ＴＶＡに託した路線　　草の根の生活向上依存型

の国内市場拡大，公営企業を拠点とした総合的計画的な南部開発の方向は一場

　　　　　　　　　　　　　　　　（２７）
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　　　　　　　　　　　　　４６）
の夢と消えざるをえなかった。これにかわって現われたのは，計画ぬきの開発

一辺倒型の企業誘致競争であり ，私的独占体の自由な営利活動のために南部を

きり売りする無政府的競争，北部から職＝工場を盗んでくるブノレータルな生存
　　　　　　　　　４７）
競争の世界であ った。その結果，地域でも職域でも資本の専制支配が強まり

，

深まることは避げられたかった 。

　このような事態の展開は，確かにＣＯｂｂの力説するように何も新奇な現象

ではたく ，前世紀以来進んできた南部工業化路線の伝統への復帰であり ，新た

に公権力を前面にだす形で旧来の路線を継続したものと！ 、っ てもよ氏しかし

残念たがら彼には南部特有の古い土地制度と資本主義発展との矛盾というより

広い視野から工業化遇程を論じるという視角が欠げている
。

　たとえば彼の視野からは・ニューデ ィーノレ ・リベラルたちの開発構想を挫折

に導いた根底に３０年代の南部の民主主義的土地改革の流産があったことが見失

なわれるだげでたく ，ほぽ同じ時期を画期に南部全域で進行しはじめる地主的

土地清掃と南部工業化との不可分な結ぴつきもまた見失たわれてしまう。換言

すると深南部の心臓部＝プラソテーンヨン地帯も含む南部支配層の総カあげた

工業化運動展開の画期としての３０年代の特別の意義が彼の視角では消えてしま

うのである
。

　この欠陥とも関わって第二にＣｏｂｂには，南部の古い特質と工業化との相

互依存＝共生関係だげを過度に強調する　　目本の類型論者とも通じあう弱点
　　４９）
がある・しかしいち早くＷ・Ｈ・Ｎｉｃｈｏ１ｌｓが正しく把えたように，そして
Ｃｏｂｂ自身頑固な事実に強いられて部分的に認めざるをえないように，古い特

質に依存して進む南部の工業化 ・近代化も，民衆の闘争 ・その統治力量の発達

を媒介にしたばあい・南部特有の古い杜会的秩序の維持とは大局的には矛盾す
　　　　　　　　　５０）
る性質のものであ った（そして帝国主義本国の国内植民地としての南部の位置が ，こ

の矛盾を特別に鋭いものにした）。

　すなわち第一に・南部工業の中でもいわゆる「産業構造の高度化」がすすん

だ・ ＭＳ州の５４～７７年の工業構造の変化をみると（第５表参照），労働集約型

（付加価値比より雇用者数比が高い）で低賃金産業（雇用者数比より賃金額比が低い）

　　　　　　　　　　　　　　　　（２８）



合衆国南部の「サソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）

　第５表ＭＳ州の工業構造の変化（５４－７７年）

２９

５４年の比率％ ７７年の比率％

産業別 雇用老数１ 付加価値額１ 賃金額 雇用老数

繊維 ・衣服 ｌｌｌｌ／舳
１５．２ １８．９

製材 ・家具
１８．Ｏ ２０．１

食品関連
（１） ユ６．Ｏ １２．２

：ｌｌｌ／舳

紙パノレ
プ ８． ９ １８．３ １２．５ ２． ７

化学関連
（２） ２． ７

７．
６

５．
１

３．
Ｏ

金属（素材 ・組立）
２． ３１二１／皿・

２． ７
２． ５

機械 ・電機
４． ４

３．
４

輸送機械
（３） ７． １

９． ３

＝ｌｌｌ／舳

そ の 他
８． １ ユＯ．７ ユ６ ．Ｏ １３．７

合 計１・… １・・ひ・ １・・ひ・ ｌ！・ひ・

　（１〕農産物による製池　タハコ を含む

　（２）肥料を含む

　（３〕大部分はＩｎｇａ１１ｓの造船

　（出所）５４Ｃ舳舳ｏ／〃ｏ舳！ｏ伽〃 ，ｖｏ１ ．３ユ２３－６～７，７７Ｃ舳舳ｏ／”ｏ舳／０６伽２
・ｖｏ１ ・３・Ｐａｒｔ１ ・２５‘

　　　１０～１５より作成

という性格をもつ繊維 ・衣服，製材 ・家具の比重が下り（やや中問的な性格の食

品関連産業も含めると雇用者数比で６８．１％から４７．Ｏ％へ）・逆に資本集約型（付加価値

比より雇用老比が低い）で高賃金産業たる紙 ・パルブ，化学関連およぴ金属 ・機

械産業の比重が全体として高まっ た（雇用老数比で２３．８％から３９・３劣へ）・ とくに

金属 ・機械系産業は３倍近い伸びを示したのがめだつ（１２
・２％から３３・６％へ）・

　Ｓ　Ｃ州でも同様の傾向が顕著で（第６表参照），主導産業たる繊緯衣服産業の

比重（雇用者数比）はこの２０年余りの間についに過半をわ った（６７・８％から４９・２％）・

他方かつては皆無に近かった金属 ・機械系産業の急成長ぶりが眼をひく（１
．７％

から１９．７％へ）。

　さらに６０年代以降「南部の優等生」ノースカロライナやフロリダを先頭に研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５１）
究開発型Ｒ＆Ｄ産業や技術集約型産業の誘致に重点を移す傾向が生まれる 。と

ともに高賃金産業誘致のために地方政府か必要な産業基盤や都市環境つくりに

本腰をいれる動きがひろがり ，教育の質を高めるための競争が本格化する・特

に技術教育の分野を重視し，企業内教育の公費による肩代りの先頭にたったの

が， ここでもＳ　Ｃ州であ った。同州では州の教育計画にもとづき・６１～７７年の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（２９）



３０
　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

第６表　Ｓ　Ｃ州の工業構造の変化（５４－７７年）

産 業
雇用者数の比率％

別
５４年 ・ ７７年

繊 維 衣 服 ６７．８ ４９．２

製 材 家 具 ９． ３ ４．
８

食 品 関 連（１） ４．
９ ３－

２

紙 ノく ノレ ブ Ｚ８ ３．

３

化 学 関 連（２） ８．
８ ８．

８

金属（素材 ・組立）
機 械・ 電 機

輸 送 機 械

Ｏ． ３１二１１・・ ７８
（３）

刈舳
そ の 他 ４．

７ １１．Ｏ

合 計 Ｉ １００．Ｏ １ １００．Ｏ

１１）農産物による製油 ・タバコを含む
（２）肥料を含む

１３〕ゴム ・プラスチ ックを含む

（出所）５４Ｃ刎舳ｏ！〃ｏ舳／〃舳，〃ｏＺ．３ユ３９－５～７，７７Ｃ刎舳，〃
．３

　　ク三 ．２，　４１－９～１４

問に４８５の会杜のために計５９，Ｏ００人の労働者が職業教育をうげ，その大半が繊
　　　　　　　　　　　　　　　５２）
維関係以外の仕事に進んだという

。

　第二に，戦後の急速た工業化は都市の政治力を拡大し，南部の伝統的権力構

造の改革を不可避とした。実際この間，シヨーシァ州のＣＯｕｎｔｙ－ｕｎ１ｔ選挙
　　　　　　　　　　　５３）
（郡単位の問接選挙）制廃止（６２年）を頂点に，これまで州政におげる農村優位 ・

地主支配を保障してきた「腐敗選挙区制」ｒｏｔｔｅｎ　ｂｏｒｏｕｇｈ　ｓｙｓｔｅｍは大きく崩

れさることにた った 。

　最後に工業化の進行は，５８～７０年の公民権運動の発展に直面した南部支配層

の対応を複雑で分裂したものにした。すなわち工業化の先頭にたつ「ビジネス

．リーダー」たちは，争乱が資本誘致と自らの財布に悪影響を及ぽすことを危

倶し，　「北部並みの差別解消」の線で事態を収拾しようとする調停派的傾向が
　　　５４）
強かった。アトラソタは「憎みあうには忙しすぎる都市」ｔｏｏ　ｂｕｓｙ　ｔｏ　ｈａｔｅ！

というスローガソに当時の彼らの心情がにじみでている
。

　　 １）　 さしあたりＬｏｕｉｓ　Ｂ・Ｗｒｉｇｈｔ，８ｏ〃肋Ｃ舳〃伽：五戯６２肋舳〃〃ｓｆｏり，１９７６ ，
　　　〔７２〕ＰＰ・１８８－２０９およびＷｉｕｉａｍ　Ｊ・Ｃｏｏｐｅｒ，Ｊｒ

．，
〔３７〕ＰＰ．１７－１９ ・３９を参照

。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３０）



　　　　　　合衆国南部の「サソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　　３１

２）尾上久雄の研究には前出〔４７〕〔５７〕の他に「米国南部地方工業化の若干間題」

　ｒ経済学論究』８－３．１９５４年〔７４〕などがある 。

３）　アメリカ経済の中で最も経済力の集中の進んだ分野は製造業である 。事実５００

　人未満の企業は５５年には総生産額の３０劣，７７年には総売上高のわずか２２．５％を占

　めるにすぎない。中小企業事業団訳編ｒアメリカ中小企業白書』１９８２ ，〔７５〕２１４ ・

　２２７ぺ一ジ参照 。

４）Ｇ　Ｅ　ＭｃＬａｕｇｈ１ｍ，Ｓ　Ｒｏｂｏｃｋ〔５８〕ＰＰ１３－１４　また尾上久雄〔７４〕１９８ぺ

　一ジもみよ 。

５）　たとえぱＤａｖｉｄ　Ｃａｒ１ｔｏｎ，‘Ｂｕｉ１ｄｅｒｓ　ｏｆ　Ａ　Ｎｅｗ　Ｓｔａｔｅｇ：Ｔｈｅ　Ｔｏｗｎ　Ｃ１ａｓｓｅｓ

　ａｎｄ　Ｅａｒ１ｙ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉａ１ｉｚａｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｓｏｕｔｈ　Ｃａｒｏ１ｉｎａ，１８８０－１９０７・加Ｗａ１ｔｅｒＪ・Ｆｒａｓｅｒ
・

　Ｊｒ．２去泓，（必．）〃ｏ刎 珊９ ０〃Ｓｏ〃肋ｆｏ 肋９ Ｎ舳，１９８１〔７６〕をみよ。ただし

　彼のＷ００ｄｗａｒｄ擁護論の部分は説得性に乏しい。因みに南北戦争前後の南都杜

　会の「連続」と「断絶」をめぐる論点を中心に編まれた同書では ，Ｃａｒ１ｔｏｎ 以外

　の４人の論者はすべて ，Ｗｏｏｄｗａｒｄ理論に組せず，プラソター階級の主導性の

　　ｒ連続」を主張している。最近の学界動向の１端を示すものとして興味深い 。

６）　Ｍａｎｎｉｅ　Ｐ．ＭｃＬｅｍｏｒｅ，Ｔｈｅ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓｉｖｅ　Ｅｒａ・加Ｒｉｃｈａｒｄ　Ａ・ＭｃＬｅｍｏｒｅ

　（・ｄ．）Ａ〃・的げ洲
・・｛・・

妙， １９７３，・・１・２〔７７〕Ｐ・３９
・

７）　Ｒａ１ｐｈ　Ｊ　 Ｒｏｇｅｒｓ，Ｔｈｅ　Ｅ任ｅｃｔ　ｔｏ　Ｉｎｄｕｓｔｎａ１１ｚｅ，閉Ｒ　Ａ　ＭｃＬｅｍｏｒｅ（ｅｄ）
・

　○少．６肱，〔７８〕ＰＰ．２３３－２３５，とくにｒ１８９０年から大恐慌までの間，ミシシッ ピ州

　では工業化を促進する一貫した政策は無いに等しい状態であ った」（”五・Ｐ

　２３３）。

８）Ｄｏｎａ１ｄ　Ｃ．Ｍｏｓ１ｅｙ，Ｔｈｅ　Ｌａｂｏｒ　Ｕｎｉｏｎ　Ｍｏｖｅｍｅｎｔ・加Ｒ・Ａ・ＭｃＬｅｍｏｒｅ（ｅｄ
・）

・

　功
．　 ６｛ム ，　〔７９〕　ｐ．２５８

．

９）１９３０Ｃ・舳・・ア地舳伽１舳〔８０〕
，・・１・３

・Ｐ
・２８４ ・４８８

・

ユ０）さしあたりＪａｍｅｓ　Ｗ・Ｌｏｅｗｅｎ，Ｃｈａｒ１ｅｓ　Ｓａ１１ｉｓ　ｌこよる秀れた州史の高校生用

　教科書”ゐｓゐｓ妙｛：Ｃ０〃炊乏０”Ｃ乃伽９２．１９７４〔８１〕Ｐ
．１７ ・２６（因みに同書はそ

　の科学性と人種差別と闘う志向性から７４年に州の教科書選定委員会からボイコッ

　　トされ，裁判闘争のすえ８０年に勝訴したもの）およびＴ
．Ｄ．Ｃ１ａｒｋ〔３１〕ｐ．７５

　を参照。この点からもデノレタ支配層を「商工業利害を代表するブノレボソ勢力」と

　等置するには無理がある 。彼らは黒人労働力確保と「所有の神聖」の見地からＶ －

　ａｆｄａ１ｍａｎ やＢｉ１ｂｏの黒人排斥と有産者攻撃の余りの極端さを警戒したにすぎない 。

１１）Ｗ１１１ａｍ　Ｌ　Ｇ
１１ｅｓ，Ａｇｎｃｕ１ｔｕｒａ１Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎ，１８９０－１９７０・刎Ｒ　Ａ　ＭｃＬｅｍｏｒｅ

・

　功
．　 ６乞ム ，　〔８２〕　ｐ．１８１

．

１２）　Ｒ．Ｊ．Ｒｏｇｅｒｓ〔７８〕ＰＰ．２３９－２４１
・

１３）乃泌，ＰＰ．２３６－２３７ ・

１４）以後この会杜はミシシッ ピ州南榊こ州最大の衣服工場群を建設し１９４８年のＣＩＯ

　　　　　　　　　　　　　　　　（３１）



３２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第ユ号）

　　　の南部組織化Ｏｐｅｒａｔｉｏｎ　Ｄｉｘｉｅ 運動の際，合同繊維労組ＡＣＷＡによる同州組

　　織化の突破口とたる。Ｄ．Ｃ．Ｍｏｓｌｅｙ〔７９〕Ｐ．２６１ ．

　１５）以上の叙述の詳細は ，Ｊａｍｅｓ　Ｃ・Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．８－１０を参照
。

　１６）　Ｒ・Ｊ・Ｒｏｇｅｒｓ〔７８〕Ｐ．２４４
．

　１７）以上の叙述はＪ・Ｃ・Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．１４－３０によっ た。

　１８）ＢＡＷＩが私企業の資本蓄積にどれだげ役だったかは次の推定資料でも明らかで

　　あ乱すたわち８００万ドルの資本金の綿工場のぱあい，ＢＡＷＩの下では２．４劣

　　の収益率でひきあうが，同じ業績を全くの私企業べ一スであげるには４３６％の収

　　益率が必要となる。この収益率の差はＢＡＷＩつまり住民の租税によって補てんさ

　　れたわけである 。（Ｔｈｅ　Ｅｃｏｎｏｍ１ｃ　Ｃｏｎｓｅｑｕｅｎｃｅｓ　ｏｆ　ＢＡＷＩ，肋ｓｚ脇ｓ肋助 ，

　　４払２６・１９５２〔８３〕Ｐ・１８０；Ｊ・Ｃ・Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．３９も参照）。

　１９）　Ｒ・Ｊ・Ｒｏｇｅｒｓ〔７８〕Ｐ．２４４
．

　２０）デノレタは湾岸部とともに５６年のＢＡＷＩ法案推進の主要勢力であ った（Ｃｏｂｂ

　　〔４〕ＰＰ．１５－１６）。 今目でも全体としてデルタはなお農業地帯であるが，過去に連
　　邦上院議員として州政界に君臨した代表的なフラ：■ター政治家の出身地　　たと

　　えぱあのＪｉｍｍｙ　Ｅａｓｔ１ａｎｄのＳｕｎＨｏｗｅｒ 郡， Ｊｏｈｎ　Ｓｈａｒｐ　Ｗｉ１１ｉａｍｓのＹａｚｏｏ

　　郡やＬｅｒｏｙ　ＰｅｒｃｙのＷａｓｈｍｇｔｏｎ 郡では特に工業化の進展が著しい 。
　２１）　Ｃｏｂｂ〔４〕　Ｐ．４４

．

　２２）Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ・４８・たとえぱあのＨｕｅｙ　Ｌｏｎｇ時代以来企業にとって投資環境

　　 Ｂｕｓ１ｎｅｓｓ　Ｃ１１ｍａｔｅイメーソの悪かったルイジァナ州でさえ，４８年には資産税全

　　体の２０％を減免するという優遇ぶりであ った（乃泓，Ｐ．４７）。

　２３）Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ・５０－５６にその詳しい実例がある
。

　２４）　Ｃｏｂｂ〔４〕　Ｐ．７７
．

２５）　この経緯の詳細は，Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ・８１ ，Ｊ．Ｗ．Ｌｏｅｗｅｎ ・Ｃ．Ｓａ１１ｉｓ〔８１〕Ｐ．２８９
，

　　 Ｒ．
Ｊ． Ｒｏｇｅｒｓ〔７８〕ｐ．２４６，Ｒａ１ｐｈ　Ｄ．Ｃｒｏｓｓ ．Ｒｏｂｅｒｔ　Ｗ．Ｗａ１ｅｓ（ｅｄｓ），〃ｏｓ

　　げ洲ｓｓ
ゐｓ妙乞，１９７４〔８４〕Ｐ．１６２を参照

。

２６）Ｄ・Ｃ・Ｍｏｓ１ｅｙ〔７９〕ＰＰ・２５５－２５８・またＢＡＷＩ当局による誘致の宣伝文句もみ

　　よ（たとえぱＣｏｂｂ〔４〕ｐ．１２）。

　２７）　 この過程の詳細についてはさしあたりＭｏｎｒｏｅ　Ｌｅｅ　Ｂ１１１１ｎｇｔｏｎ，丁加Ｐｏ洲６０Ｚ

　　 Ｓｏ〃肋加肋２Ｔ〃伽〃２肋０刎肋げ
，　 １９７５　〔８５〕　

ＰＰ
．７５－７９　をみよ

。

　２８）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．１００
．

２９）Ｃｏｂｂ〔４〕のｐＰ・８５－９５ ・９８－９９にその豊富な実例がある
。

　３０）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．９８
．

　３１）　１－６ケユ ，　Ｐ．９８
．

３２）ＣＩＯが４６年以降展開したＯｐｅｒａｔｉｏｎ　Ｄｉｘｉｅ 運動の際には多くの牧師が反組合

　　宣伝に動員され，“ ＣＩＯ”とは “Ｃｈｎｓｔ　Ｉｓ　Ｏｕｔ” を意味すると説教した者もでた

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３２）



　　　　　　合衆国南部の「サソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　３３

　とし ・う　（Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．１０６）。

３３）　Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．１０３－１０４
．

３４）　ヱ肋五 ，　ｐ．３１
．

３５）　 このような流入工場の「逃避的性格」は，Ｃｏｂｂだけでなく建国２００年を記念し

　て州の威信をかけて編まれた「ミシシッ ピ州史」を分担執筆したＤ・Ｃ・Ｍｏｓ１ｅｙ

　論文〔７９〕も明確に認めている（たとえぱＰ．２６６）。 これにたいして先のＮａｔｉｏ －

　ｎａ１Ｐ１ａｍｍｇ　Ａｓｓｏｃ１ａｔ１ｏｎによる南部流入企業８８１工場を対象とした立地理由調

　査の報告書一Ｇ　Ｅ　ＭｃＬａｕｇｈｒ１ｎ，Ｓ　Ｒｏｂｏｃｋ〔５８〕は，工場経営老側のたて前

　的回答に安易に依拠し，市場 ・資源志向と労働志向とを機械的に対立させた結

　果，総じてこの「逃避的性格」を過少評価する企業弁護的結論におちい っている 。

　この古典的な調査報告書に対する先駆的批判として ，尾上久雄〔７４〕がある。ま

　たＣｏｂｂ〔４〕のとくに第８章も参照のこと 。

３６）Ｄ．Ｃ．Ｍｏｓ１ｅｙ〔７９〕Ｐ．２６５ ・２６７を参照 。

３７）Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．４２．なおこの事例は尾上久雄〔５７〕１０６～１０７ぺ一ジでも紹介され

　ている 。

３８）　Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．４１－４２
．

３９）合衆国最大の個人企業の繊維 メーカーＤｅｅｒｍｇ－
Ｍ１１１１ｋｅｎの杜主であるこの人

　物の詳細は ，Ｃ１ｉ任Ｓ１ｏａｎ ・Ｂｏｂ　Ｈａ１１，Ｉｔ’ｓ　Ｇｏｏｄ　ｔｏ　Ｂｅ　Ｈｏｍｅ　ｉｎ　Ｇ
ｒｅｅｎｖｉ１１ｅ・加

　Ｍａｒｃ　Ｓ．Ｍｉ１１ｅｒ（ｅｄ ．） ，Ｗ；ｏ〃〃ｇ〃閉：伽〃ｓ≠ｏびげＬ
ｏろｏブ 伽伽Ｓｏ〃肋，１９８０

　〔８６〕ＰＰ．２３１－２３２をみよ
。

４０）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ１０４およぴＥｍ１１Ｍａ１１ｚ１ａ，Ｏｒｇａｎ１ｚｍｇ　ｔｏ　Ｏｖｅｒｃｏｍｅ　Ｕｎｅｖｅｎ

　Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ：ｔｈｅ　Ｃａｓｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＵＳ　Ｓｏｕｔｈ，加ＵＲＰＥ〔１９〕Ｐ・９１を参照
。

４１）　このような苦情の先駆は１９世紀末までさかのをまることができる。たとえぱ

　Ｗｏｏｄｗａｒｄ〔２２〕Ｐ．３０６におげる北部綿業都市の荒廃の指摘をみよ。またＷ
・Ｊ

・

　Ｃａｓｈ〔３６〕Ｐ．２６６の鋭利な指摘も参照のこと 。

４２）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．４３
・

４３）　Ｊｏｈｎ　Ｆ　Ｋｅｍｅｄｙ，Ｎｅｗ　Ｅｎｇ１ａｎｄ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈ　ｔｈｅ　Ｓｔｒｕｇ９１ｅ　ｆｏｒ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ ・

　〃Ｚ伽此〃ｏ〃〃ツ，１伽．１９５４〔８７〕ＰＰ・３２－３６をみよ 。
４４）　Ｃｏｂｂ〔４〕　Ｐ・４５

・

４５）１鮒，Ｐ
．４６

．

４６）　
この点は，佐々木雅幸ｒＴＶＡにおげる草の根民主主義の構想」ｒ経済論叢』第

　１１９巻６号 ，１９７７年６月　〔８８〕 ，同ｒＴＶＡ一草の根民主主義の現実」ｒ経済論叢』

　第１２０巻３ ・４号 ，１９７７年９ ・１０月〔８９〕に詳しい 。

４７）Ｃｏｂｂ〔４〕ｐｐ．６６－６９，尾上久雄〔４７〕の全体，同〔５７〕１１４ぺ一ジも参照 。

４８）　この点についてはＣｏｂｂ〔４〕Ｐ・３５ ・６３ ・６４ ・９６の叙述をみよ 。

４９）実際，南北戦争後の南都史の基本線をｒプ ロシァ型」進化と把える先述のＤ
・Ｂ

・

　　　　　　　　　　　　　　　　（３３）



３４　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

　　 Ｂ１１１ｍｇｓ〔２４〕やＪ　Ｍ　Ｗ１ｅｍｅｒ〔２５〕の所説を肯定的に引用するぱあいも ，彼

　　にはこのｒプ ロシア型」論をこの種の共生関係を運命づけられたものと理解する

　　傾きがある。たとえぱ ，Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．２６５－２６８ ．

　５０）昨年の夏，筆者は上杉忍氏とともにＵｍｖ　ｏｆ　Ｍ１ｓｓ１ｓｓ１ｐＰ１ を訪ずれ直接Ｃｏｂｂ

　　教授と面談する機会をもったが，その時も彼はＮｉｃｈｏｕｓの「発展論」的視角に

　　は賛成できないと強調していた 。
　５１）たとえぱＣｏｂｂ〔４〕ＰＰ１６４－１６８　またノースカロライナ州の有名なＲｅｓｅａｒｃｈ

　　 Ｔｒ１ａｎｇ１ｅ　Ｐａｒｋについては同ＰＰ１７１－１７６，フロリダ州の最近の状況については

　　　「ハイテク産業地帯ヘフロリダ州の挑戦」ｒ目本経済新聞』８３年３月１目 ・２目

　　付記事〔９０〕をみよ
。

　５２）Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ・１６９・７０年代に入るとこの動きは全国的に激化する。たとえぱ
　　 Ｒｏｂｅｒｔ　Ｇｏｏｄｍａｎ，　 丁加Ｌｏｓ右肋加卯２閉倣ｓ：五榊〃伽地ｇ乞ｏ伽Ｚ　Ｗ〃ｓ 乃ヅ １ｏろｓ

　　 ｏ〃６工）ｏＺＺ０７ｓ・１９７９〔９１〕ＰＰ．２５－３０をみよ
。

　５３）Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ・１５９・なおこの制度の詳細についてはＷＯ．Ｋｅｙ〔３４〕ＰＰ．１１７－

　　 １２９，Ｎ１ｃｈｏ１１ｓ〔２３〕ｐｐ９１－９２も参照
。

　５４）Ｃｏｂｂ〔４〕の第５章，より詳しくは ，Ｅ１１ｚａｂｅｔｈＪａｃｏｗａｙ ・Ｄａｖ１ｄ　Ｒ　Ｃｏ１ｂｕｍ

　　（・ｄ・） ・Ｓ・・肋舳肋・伽・・舳・犯〃… ｇ榊〃・犯，１９８２〔９２〕をみよ 。

ＩＶ　南部の「サンベルト」化の現段階

　　　　　　　　　　　　　　７０年代の新たな特質

　次にいくつかの資料によっ て， ７０年代の南部工業化の到達点，その最新の様

相を概観しておこう 。

　１新たな地域間不均衡の発現

　（１）人口の大量流入への転換

　７０年代の第一の際だ った変化は，南部全域で人口が流出から流入に転じた

ことである。人口の地域別変化を示す第７表によると，南部の人口増加率は ，
４０ ・５０年代は全国平均を下まわっていた（他地域への人口流出を示す事実）。 とこ

ろが７０年代に入ると人口増加率は　転，徴増の北東部 ・北中部とは対照的に全

国平均の２倍近い２０．Ｏ劣もの伸びを示すに至った。フロリダ ・テキサス両州が
　　　　　　　　　　　　　　　　１）
ひきつつき，隠退先を求める老人層 ・「高賃金」労働者をはじめ大量の人口を

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３４）



合衆国南部の「サソベノレト」化の経済的意味（下）（藤岡）

　　　　第７表　人口数の地域別変化

３５

１９８０年の絶 増　　　加　　　率　　　％
対数（万） １９４ひ一５０ ５ト６０ ６０一一７０ ７０－８０

全　　　米
２２，６５０．５ １４．５ ユ８．５ ユ３．４ １１．４

北　東　部
４， ９１３．７ ９．

７ １３．２ ９．

８
Ｏ．

２

北　中　部
５， ８８５．４ １０．８ ユ６．ユ ９． ６ ４． Ｏ

西　　　部
４， ３１６．５ ４０．４ ３８．９ ２４．２ ２３．９

南　　　部
７， ５３４．９ １３．３ １６．５ １４．３ ２０．０

　フロリダ／　テキサス
９７４．Ｏ ４６．１ ７８．７ ３７．１ ４五４

１， ４２２．８ ２０．２ ２４．２ １６．９ ２７．１

部Ｓ 　Ｃ

狐・
３１１．９ ｎ． ４ ユ２．５ ８． ７ ２０．４

２５Ｚユ △０．２ ０
１． ８ １３．７

カソソ＿
２２８．６ △２．０ △６．５

７． ７ １８．８

（出所）８ｆ０眺庇ｏＺ”伽〃〔９８１ｐｐ．１０－１１より作成 。

吸引しただげでなく（ＳＣ州の伸ぴも特筆される），伝統的た人口流出州　　４０ ・

５０年代には人口数の絶対減さえ経験したＭＳ ・アーカソソー州でも，新たに流

入（全国平均以上の人口増加）に転じるに至ったからである 。

　この人口移動の逆転の一つの背景として，南部農村に眠っていたさしもの巨

大な余剰労働カプーノレ も７０年代には沽渇してきたという事情がある。地主的土

地清掃の強行によっ て大量の労働力を排出してきた旧プラソテーショソ地帯の

諾州でも，これ以上の資本蓄積をすすめるには今や外部からの労働力流入を必

要とするに至ったのである 。

　こうして第８表が示すように，７０年代には南部は，絶対的にも（南部への純移

動者数は３５９．３万人で全国最高），相対的にも（総人口中の純移動者の比率は５．７％でこ

第８表７０年代の地域問移動
（１） （１９７０－８０） （万人）

１北東部１ 北中部１ 西部１ 南 部

ａ流 入者 数
２１６．３ ３７２．４ ５１８．５ ８２８．６

ｂ流 出者 数
４９９．１ ６０９．２ ３５８．４ ４６９．３

ｃ純移動者数（ａ－ｂ） △２８２．８ △２３６．８ ユ６ひ１ ３５９．３

．’．

而年度１入ｂた占ある純
．‘１

移動者数の比重％
△　５．８ △４

．２ ４．
６

５． ７

（１〕移民は含まない

（出所）Ｓ圭ｏぬ伽ｏＺんｓ加６ｆ，１９８１ ，Ｐ．１３より作成

　　　　　　　　　　　　　　　（３５）



３６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

れまた全国最高）他地域から最も強力に人口を吸引する地帯に変わることとな っ

た。

　どの地域から南部は人口を吸引しているか，については第１図が示している 。

これによると７０年代に北東部 ・北中部は大量の人口を西部や南部に流出させた

こと，また人口の西漸というアメリヵ史の伝統的パターソをくつがえす形で今
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
や南部は西部からも２４万人の人口を吸引するに至ったことがわかる 。

　　　　　　　　　　第１図人口移動の実態（１９７０～１９８０）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位 ：万人）

部

注（１）

　４四ミ 北州１

　　　　　　　　　　〃

＼　 ＠
＠
炉

南部

　（１１ハワイ ・アラスカを含む。

　　（出所）Ｂ・Ｌ・Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ，ｅｔ　ａｌ ．， 地ｇ｛ｏ舳Ｚ　Ｇ７０〃〃伽６ －０３ご〃榊伽伽ひＳ ．， １９７８，Ｐ．１５および

　　　　［目本経済新剛８３年２月１０目付記事を合成して作成 。

　さらにまた６０年代までの南部では概して高賃金職種の白人の流入，低賃金職

種の黒人の流出というのが，人口移動の基本的枠組をたしてきた。７０年代にも

このパターンは続くが，慢性的失業と財政危機の北部大都市をみかぎって黒人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
が南部に逆流する新たな傾向にも注目する必要がある（とくに７０年代後半，第９

表参照）。

　（２）その基盤　　資本の流入

　南部への人口の大量流入をもたらした最大の基盤は，ひきつづく資本の流入

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３６）



合衆国南部の「サンベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　　３７

　　　　第９表黒人の南部への流出入　　（万人）

ユ９７０－７５ ７５－８０

黒人

流流一純

流

入出入 ３０，２２８．８１．４ ４１，５２２，０１９．５

白人

流流一純

流

入出入 ３７３．Ｏユ９３．９ユ７９．１ ３７４．６２１７．５ユ５７．１

（出所）３オｏ眺〃６０Ｚ〃ｓ吻６ｆ ，ユ９８１，Ｐ ．ユ３

であり ，工業化の進展であった。人口の移動は基本的には資本の運動の従属変

数　　家族の解体や故郷の喪失という人問的悲鳴を伴う不幸な従属変数にすぎ

ないからである 。

　製造業 ｍａｎｕｆａｃｔｕｒｅ 雇用者数の地域別変化を示した第１０表によると ，７４～

７５年恐慌に直撃されてその雇用老総数は７０年代についに絶対減（７０～７７年の問に

１３％減）を記録したこと，その影響は北部　　とくに北東部で極めて深刻なこ

と（実に１Ｚ７劣の絶対減）が，まず読みとれる。このいわば「ゼロサムゲーム」

的状況下にあ って，北部工業の絶対的縮小を招き，その地域経済を掘りくずす
４）

彩で，工業資本の南部への流入がつついたこと（南部での職の増加８％）　これ

が７０年代の際だ った特徴である 。

　　　　　　　　　　第１０表　製造業雇用考数の地域別変化

．
７７年４月の絶 増減率％

地 域 対数（万人） ・・一・・年１ ７０－７７年

北東部
４８９．２ △ユ２．９ △１ム７

北中部
６１ひ６ ユ３．７

△Ｚ５

南 部 ５５４．８ ８３．５ ８． ０

西 部 ２５６．１ ユ０５．９ ８．
１

１全 米１ ・・１・・１ …　１ △１．３

（出所）Ｂ ．Ｌ ．Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ ，２ｆ　ＯＺ ．， ０カ ．６”．，ｐｐ．ユ６－１８より作成

　資本の流入はもとより工業分野に限られた現象ではない。７０年代の人口の大
　　　　　　　　　　　　　５）
量流入，消費者信用の大膨張に支えられたサービス関連資本や都市化にからん

　　　　　　　　　　　　　　　　　（３７）
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だ土地投機資本たど，さまざまな産業分野でも資本の流入に拍車がかかったこ

とは想像に難くない 。

　（３）　「サソベノレト」論争の展開

　７０年代のいま一つの特徴は，とくに７４～７５年恐慌後，雇用と連邦資金とをめ

くる地域問の争奪戦が，かつてのｒ工場盗み」論争時とはくらべものにならぬ

ほど激しく燃えあがったことである 。

　資本の流出に苦しむ北都の声を代弁してまず７６年２月の『ニューヨーク ・タ

イムス』の連載記事が論争の口火を切った 。

　これに油をそそいだのが同年５月の『ビジネス ・ウィーク』の刺激的特集

「第二の南北戦争」Ｔｈｅ　Ｓｅｃｏｎｄ　Ｗａｒ　ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｓｔａｔｅｓであ った。この特集は

こう書いた。　ｒもし産業や人口が豊かな北東部から貧しい南部や南西部にむげ

てゆっくりと移動するのであれぱ，わが国の国家的一体性を強めるであろう 。

しかし最近５年問の移動が余りに急激なために，現存の政治制度の下では逆に
　　　　　　　　　　　　　６）
調和を破壊するに至っている」。つまり ，かつては国民経済の不均等性解消 ：

発展の条件であった南部への資本の流入が７０年代には逆に国民経済の不均衡を

新しい形で激成する条件に変わりつつあると，この特集は警告したのである 。

　さらに６月にはワシソトソの小雑誌Ｎａｔｉｏｎａ１Ｊｏｕｍａ１が連邦歳出の地域別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
に不均等な配分の実態を告発して，大きな反響をひき起した 。

　こうして７６年６月の北東部知事連合Ｃｏａｌｉｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｎｏｒｔｈｅａｓｔｅｒｎ　Ｇｏｖｅｍｅｒｓ

の結成にひきつづいて，ニューヨーク州知事の首唱するＮｏｒｔｈｅａｓｔ　Ｅｃｏｎｏｍｉｃ

Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ
が設立されるなど，北部政界による南部へのまき

　　　　　　　　　　　　　　８）
かえし＝反攻が一挙に強まっ た。 しかしその反攻の基本は，資本への求愛的誘

致政策の制限と地域問の生存競争の緩和によっ て人権を拡充する方向を志向す

るものではなかった。むしろ逆にｒ当地では南部以上に手厚い助成がうげられ

る」，「当地ではいかに組合のカが弱く ，ストが少ないか」，「最近の賃上げ率が
　　　　　　　９）
南部以下か」　 ・　　　言でいうと人権水準の低さと低賃金を誇示しこれを売

り物に資本をひきとめようとする傾向が，北部でも前面に現われてきたのであ

る。 こうして７０年代後半には，連邦資金と雇用を求める地域間の生き残り競争

　　　　　　　　　　　　　　　　（３８）
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の渦の中に合衆国全域が激しくまきこまれるに至った。「サソベルト」論争の

激化は，そのイデオ ロギー的反映であ った 。

　２南部工業化の現段階

　（１）製造業

　７０年代は，アメリカ経済を支える基幹的工業部門の南部流入が続いた１０年問

であ った。全米の製造業付加価値に占める南部の比重は，７０年の２５．８劣から７８

　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）
年には２７．４劣へと着実に上昇した 。

　とくにかつての棉作地帯たる深南部への製造業の集積は著しか った。たとえ

は７５年時点の賃労働者総数（農業を含む）中の製造業従事者の比重は，全国平
均２２．６劣，南部平均２１．Ｏ劣のところノースカロライナは３３．Ｏ労，Ｓ　Ｃ３２．０労，

ＭＳ２６．１劣，アラバマ２５．８ガ，アーカソソー２４．４％，ジ ョージア２３．１労と，深
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
南部への製造業集積は全国平均を上まわる水準に達している 。

　さて第１１表によっ て７６年時点の深南部７州における工業化の到達点を概括し

ておこう 。

第１１表　深南部７州
（１）

製造業の産業構造（７６年）

深南部７州の構成比％ 全米の労働者

労働者数 賃金額 付加価値額 数構成比％

労約ｒ繊維（衣服含む）

繁型」木材 ・家具
ｌｌｌｌ／舳 ２７．２ ２１．４

８． ６ ７．
４

１１１１／…

食品関連（タバ コ含む） ７８ ７．
１ ８．

４ ９． １

機
金属
（素材 ・加工）

７６ ９．

３ ８． ６ １４．６

械 機械 ・電機
９． ４

２４．２

１０．５ １ひ２ ２０．Ｏ

資
鞠送機械ゴム ・

４． ８
６． ４ ５．

８
９．

４

４７．５

本 金

集 属
プラスチ ック

２．
４ ２． ４ ２． ９ ３．

５

約
型
１／聾 ’言 二１１ ｌｌｌ／・

５．

８ ７．
２

７． ４ １３．４

１． Ｏ ３．
１

ｌｌｌ／臥・

そ　　　の　　　他 １２．１ １４．２ １１．６ １４．８

合　　　計 １００．Ｏ １００．Ｏ １００．Ｏ １００．Ｏ

ｌ１〕ノースカロライナ，ＳＣ ，ジ ョージア，アラバマ，ＭＳ ，アーカンソー ルイジアナの７州
（出所）ＵＳＤＣ，ル舳ｏＺ８脈岬ｏ／〃ｏ舳ル６ｆ舳ｓ，１９７５～７６，ユ９７９Ｐａｒｔ ．６，１－３より作成

　　　　　　　　　　　　　　　　（３９）
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　○　低賃金＝労働集約型産業

　まず「逃避工場」の古典的事例を無数に生みだしてきた低賃金産業として有

名な繊緯 ・木材に今なお南部の工業労働者の半数近く（４６３劣）が従事し，こ

の比率は全国平均（１８１％）の２６倍という局率であることがわかる。繊維関

係労働者は全体の３５．４劣を占めながら，賃金総額の２７．２劣しか受げとらず，付

加価値総額の２１４劣を生産したにとどまっ た事実が物語るように，総じてこれ

ら産業には依然として低賃金一労働集約型という性格が濃厚に残っている 。

　◎　高賃金＝資本集約型産業

　つぎに機械金属系産業も南部の石油や森林に依存する資源型産業も，ともに

労働者数の割には賃金うげとり額が多いだげでなく付加価値生産性も高く ，総

じて高賃金で資本集約的性格が強い 。

　ａ　機械金属系産業

　労働集約型産業とは逆にこれらの本来の重工業分野で働く労働者は，全体の

２４２劣とまだ全国平均の１／２の水準にすぎない。第２次大戦当時の軍事産業移

植を契機に深南部の重工業発展がようやく本格化したという初発の決定的遅れ

が今たお尾をひいているのである。ただし公民権運動が山を越えた６０年代末以
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
降， 北部からの重工業資本の南下に抽車がかかった 。

　たとえばゴム産業のメッヵＡｋｒｏｎ をみすててゴムエ場が南部の未組織地帯

に流出する動きは，７０年代に一層強まっ た。 その結果，Ａｋｒｏｎのゴム労働者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３）
数は過去２０年問に半減してしまっ たといわれる 。

　次に第２図は，７０年代後半の５年問にアメリカの基幹産業（自動車 ・タイヤ ・

製鉄業）の立地がどう変化したかを示している。この動きを総括すると，南部

外地域では閉鎖工場が３７新設工場が７で，さしひき３０工場の純滅となる。他

方， 南部においては閉鎖工場６に対して新設工場は１５，さしひき９工場の純増

となっており ，７０年代後半もひきつづき基幹産業が南下している姿を実証して

いる 。

　ｂ．資源型産業

　他方，同じ高賃金一資本集約型産業でも，南部の豊かな森林 ・石油資源に依

　　　　　　　　　　　　　　　　（４０）
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第２図　自動車 ・タイヤエ場と製鉄所の南下状況（１９７５～１９８０年）

　　　　１
　一、）
　　　（丁・一
’Ｔ↓ し．

＿▲＼　 ／
カリフォルニア州

一＼！ト

慢
　ぐ
▲

▲
ト１

●

ウスカロ
ライナ州

　　　脳車工剛瀦３
　　　　　　　　　　　　 テキ８ス州 　　　 ミシシツビ州　　　

タイヤエ場鵬二
　　　　製鉄所一閉鎖Ｘ
　　　　（米運輸省調べ）

　　　（出所）『目本経済新聞』８ユ年５月２６日付言己事（新岡智氏のご教示による）。

存する紙バノレプ，石油化学関連産業の方は，全国水準を上まわる発展を示して
　　１４）

いる（労働者比は全国平均９．１％に対して深南部９．７％）。 これら産業は南部の豊か

な二不ノレギー資源を大量に消費し，二不ノレ ギー集約性が極めて高いのが特徴で
　　１５）

ある。こうして最近では全国の工業用 ・電力用エネノレギーの各４割が南部で消

費＝排せつされるに至り（第１２表参照），この地は，大量の公害汚染源をかかえ

こむｒ公害のデパート」たる様相を鮮明に示すようになる 。

　（２）建設　業

　　　　　　　　　第１２表　地域別エネルギー 消費量（１９７３年）

　　　　　　　　Ｉ
不ルギー使途 　１

全米消費量 うち南部の比
（Ｔｒｉ１ＢＴＯ） 重（％）

；

　　　　　　　　　ｉ　　　業　　　用
…

２４．０７４　１ ４１．２

電　　　力　　　用
１３，４４９ ３９．２

その他（民生商業交通） ・・… 　１ ２９．Ｏ

合　　　計 ・・…　１…
（出所）Ｅ ．Ｂ．Ｌｉｎｅｒ，ｅｔ　ａ１ ．， ｅｄｓ．ｒ加〃舳ｏ〃ｃｓ　ｏ／Ｓｏ〃加７〃

　　（亨７０〃｛〃 ，　１９７７，　Ｐ ．９７

　　　　　　　　　（４１）



　４２　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第ユ号）

　７０年代南部の産業部門のなかで最も急速な伸びを示したのは，建設業であ っ

た。 実際８０年には，全国の建造物建設契約価格に占める南部の比重は３８．６〃こ
　　　　　　　１６）
達したはどである。数十年問に圧縮されて現われた嵐のようた南部の都市化と

新住民の流入が，南部全域で「ブノレドーザー革命」をひき起したのである（と

くに住民の大量流入の続くフロリダ ・テキサスで顕著）。

　この事態は，金融資本の土地投機　　キャピタノレ ・ゲイ；／獲得の絶好の舞台

に今日の南部の地がなっていることを示唆する 。

　（３）外国資本の流入

　７０年代のもう一つの特徴は，北部からだげでなく外国からも資本を吸引する
　　　　　　　　　　　　　　１７）
動きが本格化したことであろう 。７５年時点の商務省当局の推定によると，外国

企業が南部に所有する工場 ・設備などの資産額は１５６億ドル，全米の総額の３４
　　　　　　　　　　ユ８）
劣程度に達するという 。

　外国資本誘致の先頭にたっているのが，いち早く外国人の土地所有を解禁し

たＳＣ州である（７０年代末には同州への新投資の４０劣近くを外国資本が占めていると
　　　１９）
いわれる）。 たとえばラジアルタイヤの開発で有名なフラソスの多国籍企業ミシ

ュラソＭｉｃｈｅ１ｉｎ　Ｔｉｒｅ　Ｃｏ．は，アメリカ進出の最初の立地点として名うての
　　　　　　　　　　２０）
反組合都市Ｇｒｅｅｎｖ１１１ｅ を選ぴ，７８年末５，５００人を雇う大工場を開設した。無権

利で低賃金の繊緯労働者にみちたこのＳ　Ｃ州の丘陵地帯は，全米 ゴム労組ＵＲ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
Ｗの組織化攻勢から逃れうる最も安全な聖域とみなされたからである 。

　いま一つの好例は，同じＵｐ　Ｃｏｍｔｒｙに位置する繊維産業都市Ｓｐａｒｔａｎ －

ｂｕｒｇである。６５年にドイツ企業の２億ドルの化繊工場（当時全米４位の規模）の

誘致に成功して以来，７０年代中葉までに計２４の外国企業を誘致し，この地は現
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
在ＳＣ州の外国資本導入の一大セソターとた っている 。

　因みに目本資本の南部進出がめだち始めるのは７０年代中葉以降のことである 。

吉田工業ＹＫＫのジ ッバー工場建設（７４年，ジ ヨージァ州Ｍａｃｏｎ）をはじめ，東

芝テネシー工場（７８年），シャーブのメ：／フィスエ場（７９年），サンヨーのアーカ

ンソー州Ｆｏｒｅｓｔ　ｃｉｔｙへの進出，そして本年６月の目産のテネシー工場の操業

開始，等々 。目本資本が対米進出にあたっていかにアメリカの労働運動を恐れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４２）
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ており ，それゆえ「サ：■ベノレト」を選好しているか，を物語る事実は枚挙にい
　　　　２３）
とまがない（この点後述）。

　３資本流入の根拠

　　　　　　金融資本の７０年代南部戦略

　７０年代に入ってたにゆえ資本の南部流入に抽車がかかったのだろうか。この

地でもしだいに産業構造が高度化し，高賃金の資本集約型産業が前進したこと

は， かつて支配的であったあのｒ逃避工場」的性格の後退 ・解消傾向を示すも

のだろうか。結論を先取りして言えば，事態はそのようた楽観を許さないよう

に思われる。それはな壱か。まず次の３つの背景的事情の確認から始めねぼな

らない 。

　（１）資本流入の背景

　背景１　資本の特定地域からの自由と「ルンペソ地域」化の恐怖

　７０年代の地域問の生存競争激化の　般的背景として，ＵＲ　Ｐ　Ｅ系の理論家

Ｒ　Ａ　Ｗａ１ｋｅｒは次のような興味深い説明を与えている。すなわち，資本主義

と都市の発展は，　般に地場産業や ローカノレな特産品市場を衰徴させ，特定の

地域 ・資源への緊縛から資本の運動を解放する傾向がある。機械の発展が労働

を特定の個人の技能から解放し「普遍的労働」に変えたとすれは，交通手段の

発展は資本の運動を特定地域への依存から解放し，地域を普遍化する傾向をも

つといってよい。こうして今日巨大資本はたえず全国的世界的観点から行動し ，

労働集約的工程だげを切りはたして任意の低賃金地帯に移すなど，資本の運動

の自由 ・「どこへでも出動できる」その浮気ｆｏｏｔ１ｏｏｓｅ な性格が強まる（金顧

資本の運動はその英型的現象であろう　筆者）。

　他方マノレクスが「相対的過剰人口」について述べたことは一定の範囲で「地

域」についてもあてはまる。資本主義の発展は地域から小生産者的自立の途を

奪いさり ，資本の蓄積欲求にとっ てｒ相対的に過剰な地域」「資本にとっ ての

ルソペン地域」■ｕｍｐｅｎｇｅｏｇｒａｐｈｙ”ｏｆ　ｃａｐ１ｔａ１が７０年代不況の下で増大する 。

　資本にとっ ての「普遍地域」化およぴ「ルンペソ地域」に転落する可能性の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４３）
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増大こそ，７０年代の地域間生存競争激化の客観的背景であるというのが ，
　　　　　　　　　　　　２４）
Ｗａ１ｋｅｒ 論文の主張であ った 。

　背景２　６０年代の「人権」前進への反攻

　公民権運動からヘトナム反戦闘争へ， そして公害反対運動の高揚へと ，　「黄

金の６０年代」から７０年代初頭にかげてアメリカの人権水準は一定の前進をみた
。

これは民衆運動の獲得した貴重な成果であ った。他方ベトナム敗戦を契機に基

幹産業の対外競争力の衰退に抽車がかかり ，これまでのように労働者住民への

譲歩政策をつつげることが困難とた った 。

　こうして強大な組合や人権の前進を嫌悪し，これを去勢しようとする資本側

の反攻が，７０年代に新たな高まりをみせるに至った（第１３表に示す７０年代の組合
　　　　　　　２５）
組織率の全国的低下は，資本側のこの志向の強まりと無関係ではない）　　これが確認

　　　　　　　　　　２６）
すべき第二の背景である 。

　背景３　南部への労働運動浸透のひきつづく困難

　第三の背景は，労働運動の地域的不均等発展が７０年代に入ってもはとんど解

消しなかったことである。事実，繊維産業の密集する南北ヵ ロライナ州を筆頭

に南部諸州の組合組織率の異常な低さは７０年代も続き（第１３表参照），組織率の

比較的高い北東部，太平洋岸諸州と鋭い対照をなしている（第３図参照）。

　この事態は南北問の賃金格差の縮小に悪影響を与えずにはおかたい。事実 ，

　　　　　　　　　　第１３表　労働組合組織率の変化　　　　　（％）

１９７０年 ７８年

全米平均
２８．Ｏ ２３．６

ノースカロライナ
ホ ７．

７ ６．
５

ＳＣ “
９．

６ ６． ７

テキサス
ホ ユ４．４ ユ１．Ｏ

フ　ロ　リ　ダ
ｔ ユ３．９ １１．７

ＭＳ
“ １３．２ ユ２．４

ヴァージニア
“ １６．７ １２．７

ジヨージア
“ ユ６．１ ユ３．６

オクラホマ
ユ６．１ １３．５

アーカソソー“ １７．８ １５．Ｏ

“　「労働権法」のある州

（出所）８〃｛３伽〃刈鮒〃，１９８１．ｐ ．４１１

　　　　　　　　　（４４）
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　　　　第３図　州別労働者組織率（１９７６年）
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ＳＣ９ ．１

４５

ＮＭ
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（出所）ＡＦＬ ・ＣＩＯ ，Ｆｅｄｅｒａｔｉｏｎｉｓｔ ，Ｊｕ１ｙ ’８０アルク編『アメリカ事輿』８０年，６８ぺ一ジより重引

南部住民（大資本家を含む）の平均所得額の全国水準からの落ちこみの方はこの

問大幅に改善された（第１４表）。 しかし他方，組合の強さをより直接に反映する

製造業生産労働者の賃金のはあい，　般に格差の縮小は大変困難なことがわか

る（テネシー・ ノースヵロライナ ・ＳＣでは５１～７６年の間に逆に格差が拡大した）。

　なおこの賃金格差は，先述の資本集約型の高賃金産業のたかにも貫いている 。

第１４表 所得と賃金の格差（全国平均をユＯＯ）

１人あたりの個人 製造業生産労働者

州　　　別
所得額 の平均時給

１９５４年 １９７６年 １９５！年　　１９７６年

テ　ネ　シ　ー ６８ ８４ ８６ ８１

ノースカ ロライナ ６９ ８４ ７９ ７４

ＳＣ ６３ ８０ ７９ ７６

ジ　ヨ　ージア
７１ ８６ ７７ ８０

フ　 ロ　　リ　ダ ８５ ９５ ７８ ８４

ア　ラ　バ　マ ６２ ７９ ８５ ８７

ｌＭＳ ５１ ７１ ６９ ７３

ルイ　ジアナ
７５ ８４ ８９ １０４

アーカソソー
５８ ７９ ７３ ７６

（出所）Ｂ．Ｌ ．Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ ・Ｒ ．Ｅ ．Ｆｉｒｅｓｔｉｎｅ，Ｒ妙ｏ舳Ｚ　Ｇ７０〃〃伽３ル６Ｚ｛榊〃

　　伽ひユ，ｐｐ．５３－５５より作成

　　　　　　　　　　　　（４５）
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第１５表　高賃金産業の賃金格差（１９７６年）

全米に占める深南部７州の比重％

労働者数１ 賃金総額

化学 関連
ユ４．６ １４．１

紙 ●

関連
１６．６ １■２

機 械
５．

８
４． ８

金 属 素　材
７．
２

６． ５

輸 送 機　械
７． ２

５．
８

　　　　　　　（出所）第１１表に同じ

すたわち第１５表が示すように，南部の高賃金産業の労働者といえども（紙パルプ

は例外として）　般に北部の同一産業の労働者とくらべると相対的に低賃金なの
　　２７）

である 。

　それでは何故，労働運動の浸透が困難なのか。その最大の理由は，南部支配

層が組合を敵視し，組合の弱さを南部売りこみの最大のポイントの一つとする

姿勢を変えていたいことであろう 。

　たとえぱあの「全米で最も反組合的な都市」Ｇｒｅｅｎｖｉｌ１ｅ（ＳＣ）は，組合に融

和的な企業の立地自体を拒否する方針をたおとっ ている。その最近の好例は大

手タバ コメーカーＰｈ１ｌ１ｐ　Ｍｏｒｒ１ｓ 杜の１億トノレエ場（２，５００人雇用）のうげ入れ

拒否事件（７７年）であろう。組合に融和的な同杜をうけいれたぽあい「組合無

汚染都市としての名声」に傷がつきかねぬことを地域支配層が恐れたためであ
２８）

る。

　因みにこの点をとらえてＣｏｂｂは，南部支配層が最も忌避する対象は，７０

年代の剛こかつての黒人運動から次第に組合運動の方に変化してきたと分析し

ている。彼によれぱ支配層は黒人雇用の点ではある程度譲歩しつつ（たとえぽ典

型的な「純白」１ｉ１ｙ　ｗｈｉｔｅ 産業であ ったＳＣ州の繊維産業でも黒人雇用率は６０年代初の

　　　　　　　　　　　２９）
５％から７６年には３０劣へ増大），民衆分断のイデオ ロギー的支柱の重点を次第に人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３０）
種主義から反組合主義煽動の方に移しつつあるという 。

　（２）資本流入の根拠

　◎　立地理由調査の分析

　資本流入の根拠を把握する最良の方法は，当事者たる立地企業の経営者自身

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６）
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の口からその根拠を語らせることであろう。ただしこの種の調査には徴妙た労
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３１）
働問題の本音に触れることを避げる資本追随的たものが多いのが実清である 。

そのなかで比較的リアノレに経営者の本音がでている最近の立地理由調査に次の

２つがある 。

　まずＳ　Ｃ州の繊維産業のばあい。この分野に６５～７４年の問に新たに立地した

２４０人の経営者のなかで９５％は，「立地決定に大きな影響を与えた要因」とし

てｒ安価な労働費用」を選んだ。別にｒ労働組合の弱さ」にひきつげられたと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３２）
答えた者は，全体の８５劣近くに達したという 。

　最近の資本集約型産業の急増を考慮に入れたぱあい，すべての産業を対象と

した立地理由調査でないと結果に偏りがでてくるかも知れない。そこでテネシ

ー州に。立地した企業を対象としたｒ立地決定にあたっての重要度」の比較調査

（６９年，３０８杜回答）の結果を検討してみよう（第１６表参照）。

　　　　　　第１６表　立地決定にあた つての重要度（１９６９年，テネシー 州）

順位 要　　　　　　　　　　因 重要と答疋た企
業の割合％

１ 労働力の安価さ ・潤沢さ ６５．６

２ 安価な電力 ３６．０

３ 労使関係の良好さ ３５．７

４ 協調的な地域指導者 ３２．２

５ 土地建物の安価さ ユ９．８

６ 完成品の輸送費の安価さ ユ７９

７ 既存工場の利用可能性 ユ７．５

８ 良好な地方税のしくみ １７．２

９ Ｒｅｖｅｎｕｅ，Ｇｅｎｅｒａ１Ｏｂ１ｉｇａｔｉＯｎ　Ｂｏｎｄｓによる工場建設融資の

利さ

ユ６．９

１０ 既存建物の利用可能性 １６．６

１１ 拡大する地域需要 １４．Ｏ

■

　（出所）Ｊ ．Ｃ ，Ｃｏｂｂ，ｒ加８６Ｚ伽ｇ　ｏア伽Ｓｏ舳，ｐ ．２１３

　これによるとｒ労働カの安価さ ・潤沢さ」が依然としてトッ ブを占めている

こと，（ＴＶＡによる安価な電力の提供という特殊事情を別として）労働組合の弱さを

示す「労働関係の良好さ」，組合の浸透の困難さを表現する「協調的な地域指導

者」の項目がこれに次いでいることがわかる。また資本優遇税制や「開発廣」

方式なと誘致企業奉仕型行政を示す項目も８ ・９位に並んでいる。これに対し

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７）
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て需要拡大一市場志向を示す項目は第１１位に現われるにすぎない。辺境南部に

属し，資本集約型産業の流入がめだつテネシー州でさえ，依然として低賃金と

労働運動の弱さが資本流入の最大の秘密なのである 。

　◎　個別事例分析

　資本集約型の高賃金産業のぱあい，労働集約型産業とくらべて低賃金への執

着度はある程度弱まろうが（しかしそのぱあいでも ，第１５表が示したように北部とく

らべるとなお低賃金が続く），　このことは組合の弱体化を求め，労働に対する専

制的指揮権の貫徹 ・労働強化 ・搾取率の向上を求める資本の志向全体が弱まる
　　　　　　　３３）
ことを意味したい。むしろ逆の事態を物語る高賃金産業　　自動車産業の典型

的事例を２つあげておこう 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３４）
　事例１　 モソ肩ウ自動車部品会杜 ・１９６４年

　この会杜Ｍｏｎｒｏｅ　Ａｕｔｏ　Ｅｑｕ１ｐｍｅｎｔ　Ｃｏはミ■カン州Ｈ１１１ｓｄａ１ｅの工場を

閉鎖し，Ｓ　Ｃとの州境に接するショージァ州北東部のＨａｒｔ郡に全米自動車労

組ＵＡＷを避けて移ってきた企業である。その結果賃金は北部におげる時給３

ドルが一挙に１．３５ドノレにひき下げられた 。

　これに対してＵＡＷ側は６４年７月副会長を派遺して組合の結成をはかった 。

この動きを察知した会杜側は地域杜会をまきこんだ猛烈な反組合宣伝を展開し

た。 たとえは工場内にＨ１ｌ１ｓｄａ１ｅの旧工場の巨大な写真が ×印とともにつり下

げられ，「当地でもおこりうること」と注記された（組合ができると ，さらに他地
　　　　　　　　　３５）
域に逃避するという脅迫）。

　この方針が奏功してＵＡＷ側は組合結成批准投票に敗北する（１４７対４６６）。 こ

のニュー 刈こ歓呼した群衆は暴徒化し，逃げる組合オノレグを追跡してめぬき道

路を封鎖した。さらにＵＡＷ会長ウォノレター・ ルーサーの人移を絞り首にして

裁判所則広場の木につるした。　「再ぴ共産主義者がＨａｒｔ郡に入りこんだらど

う汰るか思い知れ！」「警告　　ここにＵＡＷを絞り首に処す。罪状　　モソ

ロウの労働者から職を盗もうとしたため」（傍点筆者）というカードをつげて 。

そしてピストルが人形にむげて乱射された。翌目５００人を集めてＵＡＷの埋葬

式がおこなわれた，等々 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４８）
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　事例２　ＧＭの南部戦略とＵＡＷ

　７０年代中葉，ＧＭは南部地域に６工場を開設したが，国際競争力回復に必死

のＧＭ側の執勧な反組合工作が奏功して，うち５工場ではまだ組合結成を許し

ていない 。

　たとえぱアラハァ州に新設したステァリソクギァの加工工場では，ＵＡＷを

結成すると時給は３ドノレから１０ドルヘと３倍強にはね上るにもかかわらず，８１

年には１，５００人の従業員は組合結成を圧倒的多数で否決したという 。また「Ｘ

カー」生産のために新設した未組織のＧＭオクラホマエ場についてもある新聞

記者は次のように伝える。　「増産の要求が相次いでもＧＭ経営陣はデトロイト

からレイオフ 中の熟練工をオクラホマに応援派遣しようとはしなかったという 。

テトロイトの硬直化した労使関係では『Ｑ　Ｃサークノレ』の試みは不可能とみて ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３６）
あえて増産による目先の利益を切り捨てて新天地を求めたといえる」，等々

。

　　　小　括

　以上，７０年代の資本の流入根拠について，次のようにまとめることができよ

う。

　（１）　「黄金の６０年代」におげる民衆の力量発達とアメリカ資本主義の力の衰

退とは，人権保障の弱い地域への資本の逃避衝動を強める役割を果した 。
　　　　　　　　　　　　　　３７）　　　　　　　　　　　　　　３８）
　（ｉｉ）労働者の忠誠，労働強化，低賃金，福祉負担の軽さ，企業への手厚い助
　　　　　　　　　　３９）　　　　　　４０）
成， 企業の税負担の軽さ，公害の受忍など南部の職域と地域とが資本の価値増

殖運動に与える「特別の便宜」の大きさが，依然として資本流入の最大の根拠
　　　　　　４ユ）
とな っている 。

　このことは，各種の「企業の投資環境」Ｂｕｓｍｅｓｓ　Ｃｌｍａｔｅ 調査が物語って

いる。たとえぼ７５年に企業の租税負担の重さ ・労働者の権利の容認度 ・地方政

府の規模と質に関わる１５要因を勘案して政策的に発表された有名たＦａｎｔｕｓ 杜

のｒ投資環境」の州別ラソキング表をみてみよう（因みにこの調査は，労働運動お
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４２）
さえこみの武器としてイリノイ州製造業者協会の依頼で作成されたものである）。

　これによると第１位テキサス，２位アラバマ， ３位ヴァージニア，５位ＳＣ ，

６位ノースカロライナ，７位フロリダ，８位アーカソソーと上位８位中７つま

　　　　　　　　　　　　　　　　（４９）
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でを南部が独占している。さらに上位１５位までとると新たにＭＳ，ジ ョーシア ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　４３）
テネシーが加わり ，１０までが南部と狂る，等々 。このような「投資環境」上の

他地域との格差こそ，資本流入の最大の根拠だといいかえてもよい 。

　○の　もとより資本の流入根拠の十全次説明には，職域や地域の条件だげでた

く， 拡大する「市場」や「豊か淀資源」など資本の価値増殖条件総体の解明が必

要であろう。そして人口爆発のつつくフロリタ ・テキサスや大衆消費財産業ほ
　　　　　　　　４４）
ど市場志向度が高く ，また製材産業や石油化学では資源志向が強まるなど，地

域や産業が異なれはそれに応じて各要因の重要度はある程度変動するであろう 。

　しかし職域 ・地域での低賃金 ・人権の弱さ志向と市場 ・資源志向とは矛盾し

あうものではたい。むしろＣｏｂｂが述べるように，資本にとっ てのこれら諸

要因の「高度に適切た組み合せ　　この組み合せ方の巧みさの中に，南部の成
　　　　　　　　　　４５）
長の秘密が隠されている」。まさにこの事態こそ，民衆の無権利に依存した南

部の資本主義的発展＝近代化（工業化 ・国内市場拡大）の不可避的た帰結に他なら

ない（実際，ｒ市場の拡大」自体，無権利にひかれた資本と人口の流入 ・都市化の所産

という性格をもつ）。 そしてこの民衆の無権利状態の基底に，われわれはあの

１９３０年代の南部の土地改革運動の挫折とその結果進展した南部農業の地主型進

化の事実を再ぴみいだすのである 。

　補説　資本の逃避運動の全貌把握のために

　資本の南下現象が，高賃金と人権からの逃避　　とりわげ６０年代の人権保障

運動の前進に対する反攻としての意味をもつことはすでに述べた。しかしこの

現象が，今目のアメリヵ資本の志向する逃避運動の唯一の形態だと考えるなら

ぽ誤りであろう 。７０年代のアメリカ資本主義の全体動向に注目したぱあい，さ

しあたり次の２点を指摘しておくことが必要と考える 。

　◎　農村部への資本流出との関連

　大都市から農村部にむげて人口の大規模な逆流が生じたこと　　これがｒサ

ソベノレトの勃興」と並ぶ７０年代のアメリカ経済の地域構造上のもう一つの際だ
　　　　　　　４６）
った変化であ った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０）
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　実際，工場誘致や引きとめを競う地域問競争に北部もまきこまれていく中で

資本と人口は大都市を離れて，より組合の弱く賃金が安く人権水準の低い農村

部（中小都市も含む）を志向する傾向　　Ｇｒｅｅｎ　Ｍ１ｇｒａｔ１ｏｎ が全国的に強まっ た

のである 。

　その結果，同じ北東部でもニュージャージー州による隣りのニューヨーク州
　　　　　　　　　　　　　　　　　４７）
からの「工場盗み」に拍車がかかったし，より組合が弱く低賃金の農村州が勃

興する傾向も強まっ た。 たとえぱ「ニューイングラソドでは衣服産業の職は全

体として減少しているが，組合が最も弱く賃金も最も安い州だげは職がふえる

傾向がある。メイソ ・ニューハソプシャー・ ヴァーモソトの３州では７２～７９年

　　　　　　　　　　　　　　　４８）
の問に衣服産業の職は３０劣増大した」 。

　このように資本と人口の一方におげる南下と他方における農村部への全国的

流出，つまりＳｕｎｂｅｌｔ　ＭｉｇｒａｔｉｏｎとＧｒｅｅｎ１〉［ｉｇｒａｔｉｏｎとはともに，北部大

都市圏の民衆運動の獲得した生活と人権の水準に対する資本の反攻という性格

をもつ点でいわぱ同根の現象なのである 。

　＠　第３世界への資本流出との関連

　より広いグ ローバノレな視点から資本の南下現象をみたぼあい，南部以上に無

権利で低賃金の労働者の大群を擁し公害規制も甘い第３世界諸国にむげてのア

メリカ資本の多国籍企業的展開の一環 ・一通過点という側面が，Ｓｕｎｂｅ１ｔ　Ｍ １－

ｇｒａｔｉＯｎにあることは否定できないであろう。実際，いったん南部に流入し

た資本が，ここを通過点として国外に流出していく事例は７０年代には少くな
４９）

い。

　事例１　Ｒ　ＣＡ杜のテレビエ場の流出

　総合電機 メーカーＲ　ＣＡ杜は，イソデ ィアナ州のＢ１ｏｏｍｉｎｇｔｏｎ工場を閉鎮

して，４，ＯＯＯ人を雇うという中央南部では最大規模のテレヒ 製造工場を１９６６年

テネシー州メソフィスに開設した。ところが５年問操業しただけでメソフィス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０）
工場も閉鎖し，より低賃金を求めて，台湾にプラソトを移したという 。

　事例２　 モソロ ウ闘争のその後の展開

　先述した自動車部品企業Ｍｏｎｒｏｅ 杜の労働者は，曲折のすえ結局６６年ＵＡ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５１）
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Ｗの結成に成功した。しかし会杜側は組合否認の姿勢を貫き，団交拒否で対抗

しつづげた。８０年になってＵＡＷ側はやっと団体協約締結までこぎつげたもの

の， 会杜側はすでに７９年ブラジルに２つの子会杜を買収し，部品逆輸入の態勢

をとっ ただげでなく ，さらにメキシ コ・ ベネズェラ ・アノレゼソチソにも資本を
　　　　　　　５１）
移す構えだという 。

　事例３　農薬企業の第３世界への逃避

　人体に有害な製品ないしその生産工程に対する杜会的規制を逃れて，農薬会

杜など名うての公害企業は６０年代から７０年代初頭までは「米国内の第３世界」

たる南部に工場を移そうとする煩向があ った。しかし連邦政府による公害揚制

・労災規制が強化されるとともに，次第に南部から本当の第３世界へと「国外

逃亡」をはかる動きを強めているという 。たとえばアマテ ックス杜は，国内の

有害なアスベスト繊維工場を閉鎖し，７４年以降は国境を越えたメキシコ に新設

した２工場から逆輸入しているし，殺虫剤マラチオン製造への規制強化に直面

してＡｍｅｒ１ｃａｎ　 Ｃｙａｎａｍ１ｄ杜は，７８年はじめマラチオソ製造工場をブラシル
　　　　　　５２）
に移した，等々 。

　４．南部内の資本主義的矛盾の激化

　このような事態の進展は，南部内にも資本主義固有の矛盾をさまざまな移で

生みだし強めることとな った 。

　（１）過疎過密の激化

　第４図が示すように，この問南部内でも人口激減地と急増地との地域間不均
　　　　　５３）
衡が深まっ た。

　地主的土地清掃の主舞台となった旧プラソテーンヨソ地帯では，大量の黒人

小作農が機械と家畜とによっ て排除された。この地帯でも若干の地域で工業化

の動きがみられるが，総じて，とり残された老人層の堆積する全米有数の貧困
　　　　５４）
地帯とたる 。

　他方旧プランテーショ：■地帯をとり囲む形で，　「シソデレラシティ」アトラ

ソタを中核とするピードモソトＣｒｅｓｃｅｎｔ，ＴＶＡ地域，アラバマからテキサ

　　　　　　　　　　　　　　　　（５２）
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　　　第４図人口の増減憤向（１９４０～ユ９７０）

５３

噛
串

　　　　召
＼こ

．、勺

　　淋　 ミｇ
◎＼

Ｏ

浄、、

　　　　　　　　　ｓ
　　　　　　

、ミ

・　　　　　　　　　　　・＼
　　　　　　　　　　　　“　　’＼　　 ＆

・・
二鯉・蝿／、榊□ 一貫した端大地域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　固 一工１した滅少地域
＼＼

・ｓ

口
ｄ

（出所）Ｊ ．Ｆ．Ｈａｒｔ ，Ｔｈｅ　 Ｓｏｕｔｈ ，１９７６，ｐ ．ユ２

スに至るメキンコ 湾岸地帯，それにフロリタ半島なとに新たな人口急増地帯が
　　　５５）

彩成され，７０年代に入っても（北部とは異なり）大都市移成の勢いはなお衰えて
　　５６）

いない 。

　（２）富の偏在 ・失業間題

　戦後の急遠な経済成長も，南部固有のあの巨大な富の偏在構造を再生産した

だげであ った。南部の進歩的な雑誌Ｓｏｕｔｈｅｍ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅは，次のような興味

深い推定をおこな っている。個人的家計収入額（この指標は蓄積資産のストック上

の格差も法人の蓄積も反映しない控え目な指標だが）でみても，南部１３州の最下層

ユ／５層（全住民の２割）の家計収入は，５３～７６年の間に総家計収入中の３．５劣か

ら５．ｏ劣へ変化し，逆に最上層１／５層の比重は，４３．３％から４Ｚ３劣に変化した

　　５７）
という 。５０～７０年の間に２５０万人以上の黒人　　この最貧の住民集団を南部外

に放逐し，逆に新たな高賃金職種と福祉＝所得移転政策を導入したにもかかわ

らず，南部内の貧富の格差はほとんど解消しなかったのである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３）
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　他方「サソベルト」化は，現代アメリカの宿痢たる失業苦を解消しえたであ

ろうか 。

　実際，大企業の資本集約型産業を誘致しても総じて投資額の割には雇用創出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５８）
効果が乏しく ，失業問題の解決にはそれほど寄与しないという。さらに大量の

人口流入という事態も加わって，７０年代の全国的な失業問題激化の波は南部を

も直撃している。その最大の犠牲者は，白人婦人の職場進出と技術革新＝「合

理化」に來撃された黒人不熟練労働者であ った 。

　今目フロリタ州マイアミが，犯罪発生率全米最悪の「暴力都市」とな ってい

ること，石油フームが去り関連企業の大量倒産の続く南西部諸州が，記録的高
　　　　　　　５９）
失業率に見舞われ，移住者の野宿する「テソト村」で知られることも決して偶

然ではない 。

　（３）公害間題の激化

　ユネルギー集約型産業の集中誘致と公害企業の率先うげいれの結果，南部の

地は木蓮の花栄きにおう自然の宝庫からスモッ グと油臭ただよう「公害のデバ

ート」に変貌することとな った。以下河川汚染と原発間題に限って若干触れて

おきたい 。

　¢　河川汚染

　その一つの典型が，Ｓ　Ｃ ・ジ ョージァ州境を流れるサヴァソナ川の汚染問題

である 。

　たとえぱ河口のサウァンナ市で，Ｕｍｏｎ　Ｃａｍｐ杜の排水が漁業資源に深刻

汰被害を与えている事実が，６９年Ｒネーター・ クノレー カこよっ て摘発された 。

また上流のＡｕｇａｓｔａでも，市当局が必死で誘致したＯ１ｍ　Ｃｏｒｐｏｒａｔ１ｏｎによ

る高濃度の水銀汚染が露見し，７０年夏まで下流の全漁獲が禁止された。さらに

７２年９月にはサウァソナ市で，こんどはあの農薬多国籍企業Ａｍｅｒ１ｃａｎ　Ｃｙａ－

ｎａｍ１ｄ杜による大量の硫黄酸化物投棄が発覚し，死の川寸前にたちいたった 。

　他方ミシシッ ピ川河口のテノレタ地帯でも，周辺の林立する石油化学プラソト

の霧響で汚染がすすみ，沼沢地の野生動物の絶滅，油ぽい魚，カキ養殖への打

撃が著しい（ニューオリソズの高いガソ発生率は同市の水源の汚染と無関係ではないと

　　　　　　　　　　　　　　　　（５４）
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　　　　　　６０）
いわれる），等々 。

　◎　原子力発電公害

　７０年代にようやく本格化する合衆国の原発の歴史のなかで，南部とくにＳ　Ｃ

州の占める位置は特別に大きい。５１年にＤｕ　Ｐｏｎｔ杜の巨大な原爆製造工場

Ｓａｖａｎｎａｈ　Ｒ１ｖｅｒ　Ｐ１ａｎｔを川沿いのＢａｍｗｅｌｌに誘致して以来，原発 ・核工場

が続々と州内に立地した（Ｗｅｓｔ１ｎｇｈｏｕｓｅ 杜による州都Ｃｏ１ｏｍｂ１ａへの世界最大のウ

ラソ燃料工場の建設，Ｃｈｅｍ－Ｎｕｃｌｅａｒ　Ｓｙｓｔｅｍによる巨大な放射性廃棄物貯蔵施設の建

設， Ｂａｍｗｅｌ１への核燃料再処理工場の建設強行 ，等々）。

　７９年の需要電力に占める原発の比重は，全国平均の１０％に対してＳ　Ｃ州では

５０劣に達しており ，同州はまさに「原発の巣」とな っている。すでに何件も汚

水もれ事故が発生しており ，特にあのスリーマイルス島事件の勃発（７９年３月）
　　　　　　　　　　　　　　　６１）
以降州民の原発恐怖が高まっ ている 。

　（４）民衆運動の潜在力の形成

　このように南部のｒサソヘノレト」化は，その魅力的語感とは裏腹に，勤労民

衆の人間的発達の途上にさまざまな新たな障害を累積させ，その生産 ・消費 ・

統治の力量を衰退させる遇程であ った 。

　他方，これまで南部労働者の多くは貧しい農民から転換した直後のため，低

賃金でも農業よりもましだという気分や個人主義的 ・人種差別的意識が抜げず，
　　　　　　　　　　　　　　　　　６２）
これが労働運動の浸透を困難にしてきた。しかし資本主義の発展は，勤労者の

資質にこのようなｒ萎縮した小生産者的限界」を突破するカ量（拡大する発達欲

求・ 人種を超えた人間的共感と団結のカ量等）を潜在的につげ加える遇程でもあ っ
６３）

た。

　南部史上未曽有のあの公民権運動のかちとった民主主義的成果は，民衆の中

に眠るこれら潜在的力量を顕在化する手がかりを拡大した。実際，公民権運動

の展開は，ＭＳの労働運動史に第２次大戦後のＯｐｅｒａｔ１ｏｎ　Ｄ１ｘ１ｅ 運動以来の
　　　　　　　　６４）
飛躍をもたらしたし，Ｓ　Ｃ州でも組合に団結する必要を自覚する人々が増えて
　６５）

いる 。

　　１）たとえぱ１９７０～７６年の６５歳以上人口の増加率は，北東部９．４劣，北中部９．１％

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５５）
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　　に対して南部は２２１〃こも達した（全国平均は１４．８％）。 ｃ£Ｂ　Ｌ．Ｗｅｍｓｔｅｍ

　　ＲＥＦ１ｒｅｓｔｍｅ，Ｒ２ｇｚｏ伽ＺＧヅｏ〃肋伽３ ．Ｄ２６〃舳舳肋２ぴ伽加６Ｓ加加ｓ 　Ｔ加Ｒ ｚｓ３

　　げ伽Ｓ・伽〃 ・〃伽肋１伽げ〃・グ伽・・１．１９７８〔９３〕Ｐ．２６ ．

　２）　たおこの数字は国内の地域間移動に限定したもので，移民の流入分は含まれて

　　いたい。７０年代の南部は他地域からの流入分に匹敵する数の移民（合法的！）を

　　吸引Ｌているという 。この点も考慮すると南部の人口増の内訳は，約１／２が自然増
，

　　 １／４が他地域からの流入，残る１／４が外国からの流入ということになる（鈴木直

　　彰「目立つ南西部への人口流入」ｒ目経』８３年２月１０目付〔９４〕）。 なおこの中には

　　６００～１０００万ともいわれる「イリーガル」の流入は当然ながら合まれていない
。

　３）　この点については乃舳，Ｓ功た２７．１９７６の特集Ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈ　Ｔｏｄａｙ〔９５〕Ｐ ．

　　３４およぴＷｅｍｓｔｅ１ｎ ・Ｆ１ｒｅｓｔ１ｎｅ〔９３〕Ｐ７４を参照
。

　４）　 この点の指摘としてＥ　Ｍａｌ１ｚ１ａ，Ｏｒｇａｎ１ｚ１ｎｇ　ｔｏ　Ｏｖｅｒｃｏｍｅ　Ｕｎｅｖｅｎ　Ｄｅｖｅ１ｏ －

　　ｐｍｅｎｔ　Ｔｈｅ　Ｃａｓｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ＵＳ　Ｓｏｕｔｈ，舳ＵＲＰＥ〔１９〕 ，ｐ　ｇ０

　５）この点については，ＰＭＳｗｅｅｚｙ，ＨＭａｇｄｏ丘，丁加の幼舳ｇＣブ舳げひ
　　 Ｓ　０功伽Ｚ舳，１９８１，伊藤誠訳『アメリカ資本主義の危機』８２年〔９６〕６１～６２

　　　・８９～９６ぺ一ジの鋭利た指摘を参照 。

　６）　 一Ｂ〃ｓ伽２ｓｓ　Ｗ２２尾，　１レＺｏツ１７．　１９７６〔９７〕　Ｐ．１９５
．

　７）　 “Ｆｅｄｅｒａ１Ｓｐｅｎｄ１ｎｇ　 ｔｈｅ　Ｎｏｒｔｈ’ｓ　Ｌｏｓｓ１ｓ　ｔｈｅ　Ｓｕｎｂｅ１ｔ’ｓ　Ｇａ１ｎ ”， Ｎｏ肋吻Ｚ

　　ｌｏ〃伽Ｚ・１舳６ ２６・１９７６〔９８〕　これら主張に対して南部一「サンベルト」側が反

　　論を試みた文献が，先のＢ　Ｌ　Ｗｅｍｓｔｅ１ｎ，Ｒ　Ｅ　Ｆ１ｒｅｓｔ１ｎｅ〔９３〕およぴＥ　Ｂ１ａｍｅ

　　Ｌｍｅｒ ．ＬａｗｒｅｎｃｅＫＬｙｎｃｈ，丁加Ｅ６０犯ｏ舳６ｓｏアＳｏ〃肌脈犯 Ｇ仰〃肋，１９７７〔９９〕

　　である。またＧｕｍｅｙＢｒｅａｋｅｎｆｅｌｄ，Ｂｕｓ１ｎｅｓｓＬｏｖｅｓ　ｔｈｅ　Ｓｕｎｂｅｌｔ（ａｎｄ　Ｖ１ｃｅ

　　 Ｖｅｒｓａ）・Ｆｏ肋吻１舳２１９７７〔１００〕もこの立場に近い。これら文献は総じて　¢

　　連邦財政の配分増は人口流入の原因ではなく ，流入にもとづく結果としての当然

　　増にすぎず，南部優遇論は当らないこと　　南部の勃興は，費用の最小化一資源

　　の最適配分を求める市場の自由な作用の結果であり ，北都救済の人為的介入は逆

　　にアメリカ経済の不効率を強め再生を困難にすると主張する（たとえぱＷｅｉｎ－

　　 ｓｔｅｍ ・Ｆ１ｒｅｓｔｍｅ〔９３〕ＰＰ４２－４３ ・６５ ・１４６－１４７）。 また＠南部におげる職の増大の

　　中心は新企業の設立や既存企業の拡張であり ，企業の全面的移転一流入にもとづ

　　　くものはごく少い。したがって（？）南部の勃興はそれ自体としては北部経済を

　　衰退させるものではない，とも主張する　（乃〃 ，ＰＰ１３１－１３４，Ｌｍｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ

　　〔９９〕ｐｐ．１６１－１６５）。 しかし少くとも＠の主張はｒ企業」とｒ資本」の相異を無

　　視した明白な謬論であろう 。ｒ企業」移転の移態をとらずとも資本．は無数のチャ

　　ネルで自由に移動しうるからである。また秋元英一〔３〕５５～５６ぺ一ジも参照 。

　８）詳細はＣａｒ１Ａｂｂｏｔｔ〔６４〕ＰＰ．５－７；Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．１９７－１９９および秋元英一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６）



　　　　　　合衆国南部の「サソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　　５７

　〔３〕４６～４８べ一ジを参照 。

９）　Ｒｏｂｅｆｔ　Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕ＰＰ・３５－４１をみよ
。

１０）　 この点では１〉【ｉｃｈａｅ１Ｊ．Ｇｒｅｅｎｗｏｏｄ，〃妙〃ｏ犯ｏ〃及ｏ〃ｏ〃６ Ｇヅｏ〃肋加伽

　ひ〃伽６Ｓ肋２ｓ，１９８１〔１０１〕の第３章の詳細な分析も参照 。
１１）　Ｌ１ｎｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ〔９９〕Ｐ２３

１２）　 この点についてはＢｒａｄ　Ｈｅｉ１の示唆的な好論文Ｓｕｎｂｅ１ｔ　Ｍｉｇｒａｔｉｏｎ加ＵＲＰＥ

　（ｅｄ．），ひ＆Ｃ功伽〃閉伽Ｃ洲ｓ，１９７８〔１０２〕Ｐ
・８９
・ＰＰ・９６－９７および雑誌

　丁伽２の特集Ｔｈｅ　Ｓｏｕｔｈ　Ｔｏｄａｙ（丁伽２，Ｓ妙．２７．１９７６〔９５〕）ＰＰ・４２－４３を

　参照 。

１３）Ｂ郷伽ｓｓ肋助，Ｍ０ツ１７．１９７６〔９７〕ｐ
．９８．たおこの動きがすでに１９３５年頃か

　ら始まっ ていることについては尾上久雄〔７４〕２２３～２３１べ一ジ 。
１４）　
この点 ，Ｊｏｈｎ　Ｓａｍｕｅ１Ｅｚｅ１１，丁加Ｓｏ泌 ｓ伽２１８６５

．１９６３〔１０３〕ＰＰ・４４７－４４８

　もみよ 。

１５）　Ｌ１ｎｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ〔９９〕ＰＰ９９－１０３

１６）肋鮒伽１地ｓオ肌チ，１９８１〔１０４〕Ｐ７５３たおＬ１ｎｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ〔９９〕Ｐ２１も参

　照 。
１７）外国資本の流入は製造業分野に留まるものではない。たとえぱ駐メキシ コ大便

　の証言によれぱ猛烈なイソフレを避げて最近メキシコ の石油収入の資産が，アメ

　　リカ南都の土地投機に２５０億ド ノレ，預金の形で１４０億ド ノレも流れこんだという

　（『目経』８２年９月２７目付〔１０５〕をみよ）。

１８）Ｌ１ｎｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ〔９９〕Ｐ７４参照 。

１９）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．１８９
・

２０）その詳細については ，Ｃ１１任Ｓ１ｏａｎ
・Ｂｏｂ　Ｈａ１１，Ｉｔ’ｓ　Ｇｏｏｄ　ｔｏ　ｂｅ　Ｈｏｍｅ１ｎ

　Ｇｒｅｅｎｖ１１１ｅ，閉Ｍｌ　Ｓ　Ｍ１１１ｅｒ〔８６〕ｐｐ２２９＿２３０ ，２３２＿２３９

２１）　この点についてはＣｏｂｂ〔４〕Ｐ１９１およぴＧ　Ｂｒｅｃｋｅｎｆｅ１ｄ〔１００〕Ｐ１４０を

　みよ 。

２２）　Ｃｏｂｂ〔４〕　Ｐ．１９２
．

２３）　
さＬあたり菊池誠一ｒ苦いアメリカ　　進出目本企業の実態と対応』昭和５７年

　〔１０６〕 ，５６～７０ぺ一ジを参照
。

２４）Ｒ１ｃｈａｒｄ　Ａ　Ｗａ１ｋｅｒ，Ｔｗｏ　Ｓｏｕｒｃｅｓ　ｏｆ　Ｕｎｅｖｅｎ　Ｄｅｖｅｌｏｐ
ｌｍｅｎｔ　ｕｎｄｅｒ　Ａｄｖａｎ

－

　ｃｅｄ　Ｃａｐｉｔａ１ｉｓｍ，伽ＵＲＰＥ〔１９〕ｐｐ．３１－３３ ．

２５）今目この動きはさらに進んでいる。たとえぱ全米自動車労組ＵＡＷの組合員

　数は，７９年１５０万人を超えていたが８３年には１００万を割りこむところまで後退し

　　ている（ｒ目経』８３年５月２目付〔１０７〕参照）。

２６）　同様の指摘は ，Ｂｒａｄ　Ｈｅｌ１，Ｓｕｎｂｅｌｔ　Ｍ１ｇｒａｔ１ｏｎ，刎ＵＲＰＥ（ｅｄ）〔１０２〕ＰＰ

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７）



５８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

　　 ９０－９１，Ｓａｎｔａ　Ｃｒｕｚ　Ｃｏ１ｌｅｃｔｌｖｅ　ｏｎ　Ｌａｂｏｒ　Ｍ１ｇｒａｔ１ｏｎ　Ｔｈｅ　Ｇ１ｏｂａ１Ｍ１ｇｒａｔ１ｏｎ　ｏｆ

　　 ＬａｂｏｒａｎｄＣａｐｉｔａ１，加ＵＲＰＥ（ｅｄ．）〔１０２〕ｐ．１０７，およびＲ．Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕

　　ｐｐ．１３５＿１３７ ．

　２７）ＭＳ州でも紙は例外として他の資本集約型産業の賃金は全国の７０劣台にとどま

　　 っている（Ｒ　Ｃｒｏｓｓ ・Ｒ　Ｗａ１ｅｓ（ｅｄｓ）〔８４〕Ｐ１５８）。 またＷｅｍｓｔｅｍ ・Ｆ１ｒｅｓｔｍｅ

　　〔９３〕Ｐ・５６，Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．１６９も参照
。

　２８）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ２５５，Ｃ　Ｓ１ｏａｎ ・Ｂ　Ｈａ１１，Ｉｔ’ｓ　Ｇｏｏｄ　ｔｏ　ｂｅ　Ｈｏｍｅ　ｍ　Ｇｒｅｅｎｖ１１１ｅ
，

　　閉ＭＳＭ１１ｅｒ〔８６〕ｐ２２９，ｐｐ２３７～２３９
　２９）　Ｃ・Ｓ１ｏａｎ ・Ｂ・Ｈａ１１，功．６狐，Ｐ

．２３６
．

　３０）たとえぱ「サウスカ ロライナ選出のＳｔｏｒｍ　Ｔｈｕｒｍｏｎｄ上院議員，あのかつて

　　の人種差別主義者は，今では組織化の恐怖とくらべたら黒人選挙権の方がまだま

　　しだと考えている。ある労働運動家の言によれぱｒＳｔｏｒｍは今や黒人を受げ容れ

　　ている・しかし彼が労組員と握手する姿は想像できない』」（Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．２５９）。

３１）その古典的実例があのＭｃＬａｕｇｈｌ１ｎ ・Ｒｏｂｏｃｋ〔５８〕であ った。同書には調査

　　方法の無批判的一経営者追随的性格とともに，資源志向 ・市場志向と労働志向と

　　を対立的にのみ把える弱点があ った。その的確な批判としてはＣｏｂｂ〔４〕ＰＰ

　　 ２１０－２１２ ・２２６および尾上久雄〔７４〕がある
。

　３２）　Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ．２１４
．

３３）　 このことは，尾上氏がすでに５０年代に明察したところである。尾上久雄〔５７〕

　　９６ ・１０７べ一ジ参照
。

３４）　 この事例はＤｏｎ　Ｓｔ１１１ｍａｎ，Ｒｕｎａｗａｙｓ，Ｍ　Ｓ　Ｍ１１１ｅｒ（ｅｄ）〔８６〕ＰＰ２１７－２２０

　　に拠った 。

３５）一般に地方政府による工場敷地の貸付制がこのような脅しの効果を高めたとい

　　う ・Ｂｒａｄ　Ｈｅ１１Ｓｕｎｂｅ１ｔ　Ｍ１ｇｒａｔ１ｏｎ，伽ＵＲＰＥ（ｅｄ）〔１０２〕Ｐ９７をみよ
。

３６）ｒ目経』８１年５月２６目付〔１０８〕。また秋元樹『デトロイト』８１年〔１０９〕１８３～

　　１８４ぺ一ジ，青木慧『労使戦争　目本式経営と世界自動車産業』８２年〔１１０〕８７～

　　８８べ一ジも参照 。

３７）たとえぱ２，５００人分の仕事をＳｈｅｌ１０１１杜が，１，２００人分の仕事をＭ　Ｗ ．

　　Ｋｅｕｏｇ杜がそれぞれニューヨーク市からヒューストソに移したことで「労働能

　　率が２０～２５劣がた上ったことがわか った。これらの会杜の幹部たちはこう述べ

　　ている。『遅刻や長時問の昼休み ，“上司への粗暴な態度
’’

のおかげで実質的な労

　　働時間はニューヨークでは週３２時間位にしかたらなか った。しかし当地では労働

　　者は週４０時問は十分働いてくれる』」　（ル〃乃肋丁舳３ｓ，肋ろ　９，７６，Ｂｒａｄ

　　Ｈｅ１１Ｓｍｂｅ１ｔ　Ｍ１ｇｒａｔ１ｎ，ｍ　ＵＲＰＥ（ｅｄ）〔１０２〕Ｐ９９から重引）。

３８）Ｃｏｂｂ〔４〕Ｐ２６３，Ｂｒａｄ　Ｈｅ１１，ｏク　
６〃 ，Ｐ９１，Ｂｏｂ　Ｈａ１１ ・Ｂｏｂ　Ｗ１１１１ａｍｓ

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８）



　　　　　　合衆国南部のｒサソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　５９

　Ｃａｓｅ　Ｓｔｕｄｙ：Ｗｈｏ’ｓ　ｇｅｔｔｉｎｇ　ｒｉｃｈ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｓｏｕｔｈ，Ｓｏ〃肋舳Ｅ砂ｏｓ〃ｇ
，〃ｏＺ

．

　Ｗ州ｏ．３，肋ＺＺ１９７８，〔１１１〕Ｐ．９４に具体的実例がある 。

３９）たとえぱＣｏｂｂ〔４〕ＰＰ．２６２－２６３，Ｂｏｂ　Ｈａｕ ・Ｂｏｂ　Ｗｉｕｉａｍｓ〔１１１〕Ｐ・９５以下

　および秋元〔３〕６５ぺ一ジを参照 。

４０）環境保護強化反対の先頭にたつ南部政治家群像についてはＣｏｂｂ’〔４〕ＰＰ ．

　２３６－２４５をみよ
。

４１）たとえば肋ｓ伽ｓｓ 肋９尾〔９７〕ｐｐ
．１０８－１１１．強力な北都の組合運動に対する闘

　争という面は「サソベノレト」擁護派のＷｅｍｓｔｅｍ　Ｆ１ｒｅｓｔ１ｎｅ〔９３〕ＰＰ１３４－１３６や

　亙ｏ肋閉誌〔１００〕Ｐ．１３６でさえ明確に承認している。また秋元〔３〕５６～５７ぺ

　一ジも参照 。
４２）Ｆａｎｔｕｓ 杜の性格 ・役割についてはＧｏｏｄｍａｎ〔９１〕ＰＰ

・１９－２１
・またシカゴの

　調査機関アレキサソダー・ グラソト杜による同様の調査によれぱ第１位ＭＳ州

　第２位ノースカロライナ州第３位ＳＣ州という順位であ った（小島明『横顔の米

　国経済』８２年〔１１２〕１３１～１３３ぺ一ジ）。

４３）　 この調査の詳細はＷｅ１ｎｓｔｅ１ｎ ・Ｆ１ｒｅｓｔ１ｎｅ〔９３〕ｐｐ１３５－１３７，Ｃｏｂｂ〔４〕ｐ２２５

　を参照。また先のアレキサ：／ター・ グラソト杜の最新（８３年２月）のｒ投資環境

　　ラソキソグ調査」にも ，再び同じ煩向が明陶こ現われている　（『目経』８３年３月

　　２目付記事〔９０〕参照）。

４４）たとえぱ１９７６年のＣｏｍｅ１１大学の全国的な企業立地調査では「市場への近さ」

　が熟練労働の供給問題に次ぐ重要性を示すなどこの要因もまた無視できない重み

　をもっ ている 。Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ ・Ｆｉｒｅｓｔｉｎｅ〔９３〕ＰＰ・１３６－１３９参照 。

４５）　Ｃｏｂｂ〔４〕　Ｐ・２２７
・

４６）　この点についてはさしあたりＷｅ１ｎｓｔｅ１ｎ ・Ｆ１ｒｅｓｔｍｅ〔９３〕ＰＰ７４－７５

４７）Ｒ．Ｇｏｏｄｍａｎはニュージャージー州の誘致当局者の次の言葉を引用している ・

　「過去１５年間南部がわが州に仕掛けてきたことを今私はニューヨークに対して仕

　掛げているのです。残念ながらそれは血みどろの闘いです。しかしどの州もや っ

　ていることたのです」（Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕ＰＰ・９－１０）。

４８）Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕Ｐ６４　またＰ４７も参照。因みに製造業の生産的労働考の平

　均時給（全国１００，７６年）は，ニューヨーク１０２．１，ベソシルヴ ァニア１０３．３にた

　いしてメイソは８０．８，ニューハソプシャ８２．１，ヴ ァーモソト８５．Ｏであ った

　　（Ｗｅｉｎｓｔｅｉｎ ．Ｆｉｒｅｓｔｉｎｅ〔９３〕ｐ．５４）。

４９）　この点の指摘としては以下の事例の他にＦｒａｎｋ　Ｊ・Ｂ・Ｓｔｉ１ｗｅ１１・Ｃｏｍｐｅｔｉｎｇ

　Ａｎａｌｙｓｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｐａｔ１ａ１Ａｓｐｅｃｔｓ　ｏｆ　Ｃａｐ１ｔａ１１ｓｔ　Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ，閉ＵＲＰＥ　〔１９〕

　　 ｐ． ２５およびＳａｎｔａ　Ｃｒｕｚ　Ｃｏ１ｌｅｃｔｉｖｅ　ｏｎ　Ｌａｂｏｒ　Ｍｉｇｒａｔｉｏｎ，Ｔｈｅ　Ｇ１ｏｂａ１Ｍｉｇｒａ－

　ｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｌａｂｏｒ　ａｎｄ　Ｃａｐｉｔａ１，加ＵＲＰＥ（ｅｄ．）〔１０２〕ｐｐ．１０８－１０９ 一

　　　　　　　　　　　　　　　　　（５９）



６０　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

　５０）Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕Ｐ６８・またＴｈｅＭｅｍｐｈ１ｓ　Ｒｍａｗａｙ　Ｂ１ｕｅｓ
，、Ｓｏ〃伽閉Ｅ形一

　　力ｏｓ舳・ＩＶ　Ｎｏ・１－２．１９７６〔１１３〕，秋元英一〔３〕５７べ一ジも参照
。

　５１）ＤｏｎＳｔ１１１ｍａｎ，Ｒｕｎａｗａｙｓ，ＭＳＭ１１１ｅｒ（ｅｄ）〔８６〕ｐ２２７を参照 。
　５２）Ｄａｖｉｄ　Ｗｅｉｒ ・Ｍａｒｋ　Ｓｃｈａｐｉｒｏ，０伽Ｚ２ げＰｏ｛ｓｏ犯，１９８１，鶴見宗之介訳ｒ農薬

　　 スキャソダル』８３年〔１１４〕 ，１６７～１７１ぺ一ジ 。

　５３）Ｆｏ伽吻誌の特集〔１００〕Ｐ．１３５もみよ
。

　５４）その実例一デルタのＬｏｕｉｓｅ 地区についてのＴｏｎｙ　Ｄｍｂａｒのルポ０脈Ｌｏ〃

　　Ｔｏｏ，１９６９〔１１５〕の第１部，アラバマ黒土地帯の情景についてはＰａｕｌ　Ｇｏｏｄ ，

　　丁加五舳〃伽Ｓ彬１９６８〔１１６〕が詳細に伝えている 。また秋元〔３〕６１～６２ ・

　　６６べ一ジも参照 。

　５５）　Ｂｒａｄ　Ｈｅｉ１，Ｓｕｎｂｅ１ｔ　Ｍｉｇｒａｔｉｏｎ，ｉｎ　ＵＲＰＥ（ｅｄ．）〔１０２〕Ｐ．９９
．

　５６）たとえぱＭ・Ｊ・Ｇｒｅｅｎｗｏｏｄ〔１０１〕Ｐ．９１および秋元〔３〕５９～６１ぺ一ジをみ

　　よ 。

　５７）Ｂｏｂ　Ｈａ１１ ・Ｂｏｂ　Ｗｉｕｉａｍｓ〔１１１〕をみよ。また北部以上の貧富の格差について

　　はＬ１ｎｅｒ ・Ｌｙｎｃｈ〔９９〕　ｐｐ１４８＿１５２

　５８）　 この点を示すアラバマの調査についてはＣｏｂｂ〔４〕Ｐ．２６１参照
。

　５９）詳細は ，Ｄａｒｋ　Ｓｉｄｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｓｕｎ　Ｂｅ１ｔ，ル〃ｓ冊助，〃ツ２６．１９８２〔１１７〕ＰＰ ．

　　２８－３１を参照
。

　６０）以上はＣｏｂｂ〔４〕Ｐ・２３２，ＰＰ・２３４－２３５によっ た。

　６１）詳しくはＣｏｂｂ〔４〕ＰＰ・２５０－２５２をみよ。な１お最近の報道によると核兵器増産

　　のため軍事用サハソナ川核施設のＬ号炉の運転再開をめざす レーヵソ政権にたい

　　して州や住民団体の中で反対運動がひろがっているという　（ｒ朝目新聞』８３年２

　　月１６目付『目経』３月１３目付）。

６２）詳細はＣｏｂｂ〔４〕ＰＰ．１０８－１０９
．

６３）　この点については拙稿ｒ民衆発達の経済史を求めて」ｒ経済科学通信』３９号
，

　　８３年６月〔１１８〕および基礎経済科学研究所編ｒ人間発達の経済学』８２年〔１１９〕

　　を参照 。
　６４）　Ｄ・Ｃ・Ｍｏｓｌｅｙ〔７９〕ＰＰ．２７０－２７１

．

６５）たとえぽＳＣ州住民を対象とした１９７１年のＨａｒｒｉｓ 世論調査によれぱ，「会杜

　　が組合を避げて南部に移ってくるのだから，当地でも組合をつくるへきだ」とい

　　う意見に賛成の考４４劣，反対の者３０％という結果だ ったという（Ｉｔ’ｓ　Ｇｏｏｄ　ｔｏ　ｂｅ

　　Ｈｏｍｅ　ｍ　Ｇｒｅｅｎｖ１１１ｅ，舳Ｍ　Ｓ　Ｍ１ｕｅｒ〔８６〕Ｐ２３９）。 また同年ＳＣ州沿岸部Ａｎ－

　　ｄｒｅｗｓの「逃避工場」Ｏｎｅ１ｔａ　Ｋｎ１ｔｔ１ｎｇ　Ｍ１１１ｓの組合結成運動勝利の記録はＭ

　　ＳＭ１１１ｅｒ〔８６〕ｐｐ２０５＿２１４

（６０）
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Ｖ　総括と展望

　最後に，これまでの分析を総括することによっ て， 南部のｒサソベルト」化

とは何であったのか，その経済的意味を確定したい 。

　そしてその上で，この現象がこんごも続くのかどうか支配層の戦略を展望す

るとともに，これと対抗すべき民衆側の運動論的課題についてもできるかぎり

考えてみたいと思う 。

　１．これまでの要約一ｒサソベノレト」化の意味

　（１）たとえ「上から」であれ，南部の古い土地関係の地主的破壌　　地主的

土地清掃の急進展は，南部経済の資本主義的発展の新時代を拓いた。これを契

機に最後進のプラソテーション地帯でも，地方政府が外部の独占的大企業の導

入・ 誘致の先頭にたつようになり ，南部の地は金磁資本的蓄積のいわは産業的

基盤に急速に転化していっ た。 南部農業の地主型進化と絡みあう形ですすんだ

この過程こそ，南部の「サンベルト」化現象の経済的内実に他ならない 。

　（２）資本誘致にあたって南部支配層が最大の売り物としたのは，低賃金で従

順な大量の労働者の存在 ・組合の弱さ ・住民の無権利 ・大企業奉仕型行政なと

職域と地域におげる人権水準の低さと民衆の貧困であった。そしてこの点は産

業構造の高度化のすすむ７０年代にも変っていない。つまり最近の南部への資本

流入の加速は，因際競争力回復の思わくをこめた資本の利潤増大 ・労働に対す

　　　　　　　　　　　　　１）
る専制的指揮権の回復 ・強化　　総じて６０年代の生活閾争と人権闘争の前進に

対する反攻としての性格をもっ ている　（したがって農村部や第３世界への資本逃避

と同根の現象である）。

　（３）地方政府の独立性の高いアメリカでは，外部資本の導入による雇用確保

が「ルンペソ地域」への転落を防ぎ，地域が生き残るための特に切実な条件と

たる。南部の「サソベルト」化は，大資本に対する求職求愛のすがりつき競争

　　　　　　　　　　　　　　　　（６１）
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に全米の各地域を駆りたてる先兵の役割を果している。このことは構造不況下

の７０年代にいよいよ明確となった 。

　（４）このような南部の「サソベノレト」化＝後進地域の資本主義的開発の進行

は・ かつては北部との格差を縮小し国内市場をひろげ，アメリカ資本主義全体

の均衡のとれた発展のための，帝国主義国家アメリカの「合理的構築」のため

の不可欠の条件であった。しかしこの同じ遇程が，７０年代に入ると逆に地域間

不均衡を新たた形で生みだし，国民経済の無政府性を強め，北部経済を特別に

激しく掘りくずす条件に変わるに至った 。

　（５）労働者住民の低賃金 ・無権利に依存する移で始まっ た南部の工業化一資

本主義的発展は，それにもかかわらず産業構造の高度化と公民権運動をとおし

て， 南部の地をしだいに北部と同質の杜会に近つげていった。こうして南部で

も北部と共通した資本主義的矛盾が激化し，資本の得てきたｒ特別の便宜」は
　　　　　　　　　　　　　　２）
大局的には消滅する傾向にある。このことは地域間分断と闘う民衆側の統一の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
基盤が客観的に成熟しつつあることを意味する（因みにｒ類型論」的方法には，地

域的特質を固定的に強調するあまり ，この点を軽視する危険がある）。

　２．展望一民衆運動の課題を求めて

　（１）支配層の戦略

　Ｓｍｂｅ１ｔ　Ｍｉｇｒａｔｉｏｎ が， こんごもひき続き進展し，将来は資本の本杜機能や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
金融資本の拠点さえ大観模に南下する段階にまでたち至るであろうか。結論か

ら言うと，この過程がこんごも自動的に進むと単純には速断できないように思

われる。むしろ移動ないしその脅しによっ て北部の住民諸層を分断し，互いに

賃金と人権水準のきり下げ競争に駆りたて，そのことによっ てあわよくば北部

におげる資本蓄積の条件も再建したいというのが，支配層の本音であることを
　　　　　　　　５）
ＵＲ　Ｐ　Ｅ系の諸論文やＧｏｏｄｍａｎは一致して強調している

。

　現にこのような資本側の思惑は，すでに一定の成果をあげつつある 。

　事例１　７６年のフォルクス ・ワーゲソ（ＶＷ）工場の誘致競争

　在米生産にふみ切ったＶＷ杜の５，Ｏ００人観模工場の誘致競争は，労働条件き

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６２）
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り下げを武器とした地域問の血みとろｃｕｔ　ｔｈｒｏａｔの生存跳争の世界に北部諾

地域も大観模にくみこまれたことを示す象徴的出来事であ った。この誘致戦は

結局，法外な厚遇（地方政榊こよる１億ド ノレ以上の負担など）と労働組合おさえこ

み（他のＵＡＷ工場より２０％低い賃金）を約したベソシルヴァニア州の勝利に終

った。その後７８年１０月，ＵＡＷ系の２，０００人の労働老は低賃金に抗議して山猫

ストに突入したカミ，会杜側の工場閉鎖という脅しカミ効いて，ストは敗北したと

いう 。

　事例２　Ｍｉ１ｌｅｒｓ　Ｆａ１１杜による逃避の脅迫

　マサチ ューセヅソ州西部Ｇｒｅｅｎ丘ｅ１ｄに立地するかつての州最大の工場の１

つ， ｈａｎｄｔｏｏ１製造メーカーのＭ
１ｌ１ｅｒｓ　Ｆａ１１杜は，７６年秋税金や賃金のもっと

安い地域に移ると宣言した。これに驚いた地域杜会は，州知事を先頭に会杜ひ

きとめのため新たな厚遇措置を講じた。また組合側も結局，「この町をゴース
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
トタウンにするぞ」という脅迫に屈して，４年問の賃金凍結を呑まされた 。

　事例３　労働協約締結中の資本側の新攻勢

　最近，イリノイ州Ｄａｎｖ１１１ｅのＢｏｈｎ　 Ａ１ｕｍｍ１ｕｍ 杜は，組合（ＵＡＷ，ローカ

ノレ１２７１）に対して締結中の労働協約を一方的に破棄して，時給８トルのカ ヅト

をみとめないかぎり ，１２０人分の職場をヶソタ ッキーの低賃金地帯に移すと通
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
告するまでに実態はエスヵレートしている（組合側は提訴中）。

　このように実際は移動しなくても，賃下げ ・減量 ・「合理化」を認めないと

低賃金地帯に逃避すると脅すだげで，あるいはｒみせしめ」として破産に瀕す

るテトロ イト ・ニューヨーク ・ヤンクスタウ：／の荒廃をみせつげるだげでも ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
住民の反組合感情を煽動し，労働者を中間層から分断し，組織労働者の士気を

阻喪させる効果がある。実際，ニューヨークの賃上げ率は，７０年代後半から全
　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
国平均を大きく下まわるようになったし，Ａ　Ｆ　Ｌ －Ｃ　Ｉ　Ｏが全力で推進した労

働立法の強化運動の挫折（７８年）も，このような事態と無関係ではなかった 。

　今目，支配層の主流は合衆国全域をこのような資本へのすがりつき競争に一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ０）
層強くくみこみ（レーガソのｒ新自由主義」はこの競制こ拍車をかげるであろう） ，

そのなかで可能ならは北部内の戦略的要地　　たとえぱ研究開発Ｒ＆Ｄ産業の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６３）
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蓄積の厚いニューイソクラソト（ボストソ中心）の再浮上を画策しているように
　　　　　１１）
みうげられる。そのゆえ今目の「衰退地域」は固定的静止的たものと把えては

ならたいであろう 。　「ルソペソ地域」とは実際には，いわば輸作農法 ｃｒｏｐ

ｒｏｔａｔ１ｏｎにおげる巡回する「休閑」ｆａ１１ｏｗ 地域　　　時的に休閑地とすること

で労働者の闘争力を挫き，生産性（資本にとっての１）の回復をはかろうとする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
地域に他たらないとするＧｏｏｄｍａｎの指摘の方が，支配層の意図を鋭くつい

ているように思われる 。

　（２）民衆運動の課題

　とすれぱ，このような資本の逃避一「輸作」戦略にたいしてどう闘ったらよ

いのだろうか。率直にいって筆者にとっ ても暗中模索である。しかしこれだげ

は言えそうだと思うことを以下３点列記して，稿の結びとしたいと考える 。

　○　資本の逃避を民主的に観制する闘い

　衰退地域において，生活と人権を守りつつ資本の逃避と効果的に闘いうる方

法はないであろうか。たとえぱ，企業閉鎖のはあいの予告期間の延長や退職手
　　　ユ３）

当の増額，新工場での優先雇用権の確保などの諸措置は，資本逃避に伴う悪影

響の緩和にいく分かは役だつであろう 。

　しかしより積極的に資本逃避そのものと闘う方法はないか。たとえばＫ ．

Ｆｏｘは，「工場を移転させる会杜に罰則を課す闘争」を提唱している。すなわ

ち「工場が移転されるばあい，同じ賃金水準の新たた職を得るのに必要な全費

用を失職する被害者に賠償するよう労働組合と地域団体は協力して当該企業に

要求すべきであろう。またこの地域に立地中に地域杜会から得てきた特典の全

額を当該企業から返却させる必要がある。そのため何らかの罰則の制定を求め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
る運動を地方自治体に対して組織すべきであろう…… 」。 しかしこの逃避＝「杜

会的公害」企業に対する原状回復の義務つげは，全国的な法律恒よっ て一律に

強制しないかぎり ，Ｇｏｏｄｍａｎの危倶するように逆に資本側の兵糧攻めにあい ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
中間層との団結を困難にし，地域経済の自滅を招きかねない弱点があろう 。

　いま一つ注目すべきは，地域経済の衰退を防くという大義をかかげて地域の

中問層をひきつげ（可能ならぱ地方政府の支援や公的融資をひきだして），逃避した

　　　　　　　　　　　　　　　　（６４）
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閉鎖企業や倒産工場を占拠 ・自主管理から買収に至る多様な捗で共同所有に移

し， いわぱ地域ぐるみで再建していくという方法である 。

　目本の「仕事おこし ・地域つくり」運動のアメリカ版ともいうべきこの闘争

方法は，最近かなりの広がりを示している。たとえぱ７０年代初頭には，ニュー

ヨーク州Ｓａｒａｔｏｇａ　Ｓｐｒ１ｎｇｓで閉鎖された編物工場を１２０人の労働老の共同所

有に移し，再興した事例がある 。また７４年ヴ ァーモソト州Ｌｏｗｅ１１のアスベス

ト鉱山では閉鉱の脅しに屈せず２００人の労働者が，地域杜会と協力して州から

２００万トルの融資をひきだし，この鉱山を買収一共同所有に移した。この企業

がＶｅｒｍｏｎｔ　Ａｓｂｅｓｔｏ　Ｇｒｏｕｐとして存続したおかげで，職が確保されただげ

でなく ，町の税源も守られた。さらに最近ではオハイオ州Ｍａｈｏｎｉｎｇ峡谷で

工場放棄に直面した１，ＯＯＯ人の鉄鋼労働者が，地域団体 ・教会 ・労組の支援を

えて巨額の資金（大部分は連邦資金）を調達して，この製鉄所を買収するという

壮大た実験に挑戦しつつある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
　すでに労働者の共同所有に移された企業数は全米て３００～４００に達する。この

動きが「従業員持株」制から真の協同組合制に発展し，こんご資本の「輪作」

戦略に抗する全国的　般的法律を制定させる力量の発達と結ひついていくかと

うか，注目しておく必要があろう 。

　＠　南部の組織化運動

　資本の逃避先たる南部の地で未組織労働者を組織する課題は，ますます重
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
要な意義をおびつつある 。大戦直後のＯｐｅｒａｔｉｏｎ　Ｄｉｘｉｅ 運動以降，ＡＦＬ －Ｃ

Ｉ　Ｏ指導部は，その官僚主義 ・経済主義的体質のためこの困難な課題のとりく

みをたえず回避してきた。しかしＧ．ミー二一退陣後，事態は変わりつつある 。

　南部組織化運動高揚への突破口とな ったのが，全米第２位の繊維メーカーで

南部反組合勢力の牙城たるＪ．Ｐ．Ｓｔｅｖｅｎｓ 杜（７４年８５工場に４４万人の労働者を擁

す）との闘争であ った。会杜側との死闘のすえ，ついに７４年８月２８目 ，ノース

カロライナ州Ｒｏａｎｏｋｅ　Ｒａｐｉｄｓの７工場（約３，Ｏ００人）でＴＷＵＡが組合結成

　　　　　　ユ８）
投票に勝利した。その後，資本側は例によっ て組合否認を貫いたのに対して ，

組合側は裁判闘争とともに製品ボイコット運動の全国的展開で答えるなど争議

　　　　　　　　　　　　　　　　　（６５）



　６６　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

は階級的総カ戦に発展した。そして８０年にやっと組合側は，勝利的和解　　組

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）
合の公認をかちとり ，運動は一定の前進をとげたのである。こうして最近の南

部におげる組合結成投票の批准率は全国平均を上まわるに至り ，南部の組織化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
運動は前進の局面を拓きつつあるといってよい 。

　　　労働者階級の世界的団結　　とくに日本との関係

　アメリカの労働運動は，南部への資本逃避によっ て脅かされているだげでな

く，　「職場に憲法のない」人権後進国＝目本の大企業の輸出攻勢によっ ても ，

さらにまた日本資本の対米進出　　「目本型経営」と「組合つぶしのノウハ

ウ」の直接もちこみによっ ても脅かされつつある 。

　その好例が，テネシー少Ｈナ ヅシ ュヴィル近郊のスマーナＳｍｙｍａで６．６億ド

ルの小型トラ ックエ場（２，６００人雇用）を建設した日産の事例（本年６月操業開始）

であろう 。

　『ニューズウィーク』の報道によると，目産が南部の農村を選んだ真の理由

は・ ＵＡＷのしめだしにあ った（事実，工場建設の段階から組合の浸透を恐れて非組

合員労働者を使う徹底ぶりだ ったという）。 そして労働者の採用は「純朴た農民」

を雇うという方針で時給８．６ドノレ（ＵＡＷの通常賃金は１１ドル）という条件でお

こなわれた。目本資本がいかに全う淀組合の力を恐れているか，この事例は如
　　　　　　２１）
実に示している 。

　アメリカの労働運動の腐敗や官僚化の弱点が指摘されて久しい。しかしにも

かかわらず，ＵＡＷの「絞り首された」「コミュニスト」のＷ．ルー サー会長

（現在はＤ ．Ａ．フレイザー会長）と，あの自動車労連＝「偽装労連」会長で目産を

牛耳る塩路一郎との間では，少なからぬ体質的ひらきがある。両者の問の矛
　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
盾の発展は，早晩避げられないであろう 。

　アメリカの労働者階級は，国内の地域問分断の策略と闘うだげでなく ，今日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）
目本を震源地とする世界的観模の猛烈なｒ合理化」運動，多国籍企業によっ て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
組織された国際的分断の攻勢とも闘う必要にせまられている。没後百年，　「万

国の労働者団結せよ」というマノレクスの火のようた呼びかげが，今目はど切実

た響きをもって迫ってくるときはない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（６６）



　　　　　　合衆国南部の「サソベルト」化の経済的意味（下）（藤岡）　　　　　　　６７

１）　マノレクスの資本概念の最も本質的な内容を専制的労働指揮権と把える方法を明

　示されたのは尾崎芳治氏である（「資本主義から杜会主義へ」ｒ経済』７５年６月号

　〔１２０〕）。

２）　Ｂｒａｄ　Ｈｅｉ１，Ｓｕｎｂｅ１ｔ　Ｍｌｉｇｒａｔｉｏｎ，加ＵＲＰＥ（ｅｄ．）〔１０２〕ＰＰ．９７－ｇ８ ．

３）　Ｋ．Ｆｏｘ，Ｕｎｅｖｅｎ　Ｒｅｇｉｏｎａ１Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　ｉｎ　ｔｈｅ　Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔａｔｅｓ，加ＵＲＰＥ

　〔１９〕Ｐ．６９，ＰＰ．８２－８３をみよ 。

４）すでにＢｒａｄ　Ｈｅｉ１は本杜機能の移転の兆侯を７０年代の新特徴の１つに数えて

　いる（Ｂｒａｄ　Ｈｅｉ１，ｏ少． ６狙，Ｐ
．８９
，ＰＰ

．９６－９７）。 またＷｅｉｎｓｔｅｉｎ ・Ｆｉｒｅｓｔｉｎｅ〔９３〕

　ＰＰ．１３０－１３１もみよ 。

５）　たとえばＢｒａｄ 　Ｈｅｉ１，ｏクｏ肱， ＰＰ．９７－９８；Ｋ　Ｆｏｘ，ｏ汐． ６此，Ｐ．８４の鋭利な指

　摘 。

６）以上はＲ．Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕ＰＰ．６２－６３ ．

７）肋ｓ伽ｓｓ肋９尾，１伽．２４．１９８３〔１２１〕Ｐ．３３を参照。なお最近のＵＡＷの実

　態については矢沢修次郎「曲り角のアメリカ労働運動一ＵＡＷを中心として」『科

　学と思想』ＮＯ ・４８．１９８３年４月〔１２２〕に詳しい 。

８）ただし分断されやすい主体的弱点が労働　民衆運動の側にも歴史的に存在する

　ことは否定できない。最近のＡ１１ａｎ　Ｂａｋｋｅ 事件をめぐる「逆差別」論争の問題

　点の鋭い分析として大塚秀之「アメリカ合衆国におげる『逆差別』論争に関する

　一考察」『神戸市外大研究年報』ＸＶ１９７７〔１２３〕９４～９５べ一ジが示唆的である
。

ｇ）　Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕ｐ．６５
．

！０）　 この指摘として『トレソズ』（アメリカ大使館広報局）８２年１２月号〔１２４〕１９ぺ

　一ジおよび増山栄太郎ｒよみがえるアメリカ』８３年〔１２５〕１３９ぺ一ジ 。

１１）　たとえばＫ．Ｆｏｘ，ｏク． ｏ狐，Ｐ．８４やＢｒａｄ
　Ｈｅｉ１
，ｏ
ク． ６〃

．，
Ｐ． ９７

．

１２）詳細はＰ．Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕Ｐ．５９をみよ 。

１３）　しかしこのような条項を含むオハイオ州のｒ１９７９年地域再調整法案」は産業界

　の猛反対をうげているという（小島明〔１１２〕１３０ぺ一ジ）。

１４）　Ｋ　Ｆｏｘ，ｏ力ｏ〃 ，Ｐ８５　また先のＤｏｎ　Ｓｔ１１１ｍａｎ，Ｒｕｎａｗａｙｓ，閉１Ｍ　Ｓ　Ｍ１１１ｅｒ

　（ｅｄ．）〔８６〕ＰＰ．２２６－２２７もみよ
。

１５）　Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕Ｐ．２４５
．

１６）以上の諸事例については乃姐，ＰＰ．２４５－２４８

１７）　Ｅ　Ｍａ１１ｚ１ａ，Ｏｒｇａｎ１ｚ１ｎｇ　ｔｏ　Ｏｖｅｒｃｏｍｅ　Ｕｎｅｖｅｎ　Ｄｅｖｅ１ｏｐｍｅｎｔ　Ｔｈｅ　Ｃａｓｅ　ｏｆ

　ｔｈｅＵＳ 　Ｓｏｕｔｈ，刎ＵＲＰＥ〔１９〕ｐｐｇＯ－９１およぴ１〉［１ｋｅＤａｖ１ｓ，ＴｈｅＢａｒｒｅｎ

　Ｍａｒｒｉａｇｅ　ｏｆ　Ａｍｅｆｉｃａｎ　Ｌａｂｏｕｒ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｄｅｍｏｃｒａｔｉｃ　Ｐａｒｔｙ，Ｗ舳工桝Ｒ〃舳 ，

　Ｎｏ．１２４．１９８０Ｎｏｙ ．＿Ｄｅｃ．〔１２６〕ｐｐ．７８＿８１

１８）Ｅ．Ｍａ１ｉｚｉａ，ｏク． ６〃 ．， Ｐ． ９１；Ｃｏｂｂ〔４〕ＰＰ．２５６－２５８．またこの事件を密着取

　　　　　　　　　　　　　　　　（６７）



６８　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第３２巻 ・第１号）

　　　材したＭ１ｍ１ Ｃｏｎｗａｙ，地ｓ６ Ｇｏ舳ｏ 地６Ａ　Ｐｏ愉ｏｚ〃げＳｏ〃肋舳丁６苑肋凧ｏｒ一

　　　冶舳，１９７９〔１２７〕も参照 。

　１９）　その詳細は，Ａｎ　Ｕｎｅａｓｙ　Ｐｅａｃｅ　Ｒｅｉｇｎｓ　ａｔ　Ｊ．Ｐ．Ｓｔｅｖｅｎｓ，肋ｓ伽ｓｓ 肋９
尾，

　　　亙９ろ．２２１９８２〔１２８〕ＰＰ．６７－６８をみよ 。

　２０）たとえぱ菊池誠一〔１０６〕６５～６７ぺ一ジを参照 。

　２１）その詳細は ，Ｎｉｓｓａｎ　ｔａｋｅｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ＵＡＷ，ル〃ｓ肋幽，地ろ．２１１９８３〔１２９〕

　　　を参照。他にもトヨタの旧ＧＭフリーモソトエ場におげるＵＡＷ組合員の再雇

　　　用間題，目本鋼管のルーソユスティーノレ買収断念たど，同種の事実は枚挙にいと

　　　まがない 。

　２２）　自動車労連については青木慧『偽装労連　　目産Ｓ組織の秘密』８１年〔１３０〕 ，

　　　拙稿〔１６〕をみよ。８２年４月東京で開かれた第８回世界自動車労働組合会議でフ

　　　 レイザーは「目本の御用組合」ｃｏｍｐａｎｙ　ｕｎ１０ｎ を痛烈に批判する演説をおこな

　　　ったという（角問隆ｒ恐るべきアメリカ』８２年〔１３１〕１８９～１９６べ一ジ）。

　２３）　この点についてはさしあたり青木慧〔１１０〕を参照のこと 。

　２４）多国籍企業に対抗する国際労働運動の現状については亀井正義ｒ多国籍企業

　　　論』８２年〔１３２〕のとくに第７章を参照 。

　〔追　記〕

　本稿脱稿後，青木郁夫 ・坂本和一両氏のこ教示でＪｅｒｅｍｙ　Ｒ１ｆｋｍ　Ｒａｎｄｙ　Ｂａｒｂｅｒ

（Ｐｅｏｐ１ｅｓ　Ｂｕｓ１ｎｅｓｓ　Ｃｏｍｍ１ｓｓ１ｏｎ） ，Ｔｈｅ　Ｎｏｒｔｈ　Ｗ１１１Ｒ１ｓｅ　Ａｇａ１ｎ　Ｐｅｎｓ１ｏｎｓ，Ｐｏ１１ｔ ・

１ｃｓａｎｄＰｏｗｅｒ１ｎｔｈｅ１９８０ｓ，１９７８〔１３３〕およぴＢａｒｒｙＢ１ｕｅｓｔｏｎｅ　Ｂｅｎｎｅｔｔ　Ｈａ －

ｒｒ１ｓｏｎ，Ｔｈｅ　Ｄｅｍｄｕｓｔｒ１ａ１１ｚａｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ａｍｅｒ１ｃａ　Ｐ１ａｎｔ　Ｃ１ｏｓ１ｎｇ，Ｃｏｍｍｕｎユｔｙ　Ａｂａ －

ｎｄｏｎｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｄ１ｓｍａｎｔ１１ｎｇ　ｏｆ　Ｂａｓ１ｃ　Ｉｎｄｕｓｔｒｙ，１９８２〔１３４〕を読んだ。これら

両文献はともに，先のＲ　Ｇｏｏｄｍａｎ〔９１〕とほほ同一の方法と論理にもとついてサソ

ベルト化現象の内実を批判的に分析しており ，本稿の論旨を積極的に裏づげる内容とな

っている 。

　７０年代の資本の南下のはらむ ｒｕｎａｗａｙ　ｓｈｏｐ的本質については，前掲書〔１３３〕ｐ ．

７・ ２９
，ＰＰ

．３０－３７ ・６５－６７および〔１３４〕ＰＰ．１６－１８ ・２５－４８ ・１６４－１７０ ・１８０－１９０が豊富

な実例を詳説しつつ明確に指摘している。またこの働きが，海外とくに第３世界への資

本の逃避と同根の現象である点については，〔１３３〕ＰＰ．３１－３３，〔１３４〕ＰＰ．１７０－１７８をみ

られたい。他方この資本の「逃避戦略」と闘うべき労働運動側の弱点については〔１３３〕

ＰＰ
．１５－１９
，その結果進行した中問層との分断 ・孤立化の危機に一ついては〔１３３〕ＰＰ．３８－

３９ ・５４－５５に有益な叙述がある。また，資本逃避の法的観制を試みたオハイオ ・ミン

ガンの運動の詳細は〔１３３〕ＰＰ．ユ９６一ユ９７，〔１３４〕ＰＰ．２３５－２３９，閉鎖工場を従業員 ・地域

住民の共同所有に移す運動の詳細については〔１３３〕ＰＰ．２０５－２０８，〔１３４〕ＰＰ．１５２－１５３ ・

２５２－２５４ ’２５７－２６２の興味深い叙述をあわせて参照されたい
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６８）




